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市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。
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平成27（2015）年平成27（2015）年

81/
８
月　

日（
月
）

３１

納
期
限
の

お
知
ら
せ

主
な
内
容

◆健康ガイド
乳がん検診、健康講演会
脳血管疾患について、子
宮がん検診　ほか …６面

◆福祉のひろば
各種手当等を受けている
方へ現況届の提出を忘れ
ずに　ほか …４～６面

◆催し
三宅島帰島１０周年に伴う
パネル展、第６７回市民体
育祭　ほか …１１・１２面

◆お知らせ
パブリックコメント募集、委員募
集、東センターの事業運営を委託、
福祉会館閉館に伴う説明会、まなび
あい出前講座　ほか…２～４、１２面

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

市民税・都民税 …………… 第２期分
国民健康保険税 ……………第２期分
後期高齢者医療保険料 ……第２期分

夏の作文「わたしの青春時代」は７～９面に掲載
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
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　「市報こがねい」に掲載する広告を募集しま
す。
　市報は、毎月１日・１５日に発行し、市内の全
戸・全事業所に配布しています。有効な広告媒
体ですので、ぜひ、ご活用ください。
　申込方法等詳しくは募集案内をご覧くださ
い。
広告掲載号　平成２７年１０月１５日号、１１月１日号
規格・広告掲載料　右表のとおり（広告掲載料
は１件当たり）
募集案内配布　８月２８日（金）までの午前８時
３０分～正午、午後１時～５時（土曜・日曜日を
除く）に、広報秘書課広報係で配布しているほ

か、市ホームページからダウンロードできま
す。
申　込　８月２８日までに、直接、申込書に必要
事項を明記し、必要書類を添えて、広報秘書課
広報係（市役所本庁舎２階☎０４２－３８７－９８０３）
へ。

刷　色広告
掲載料

規格
（縦×横）

広告
種別

２色（色は
市が指定）

８０,０００円８.５㎝×７.５㎝１号
広告

４０,０００円４.０㎝×７.５㎝２号
広告

　原爆死没者のめい福と世界恒久平和の実現を願って、広島および
長崎に原爆が投下された時刻に、家庭や職場などで１分間の黙とう
をされるよう、ご協力をお願いします。
と　き　渇８月６日（木）午前８時１５分＝広島原爆投下時刻
渇８月９日（日）午前１１時２分＝長崎原爆投下時刻
問合先　広報秘書課広聴係（☎０４２－３８７－９８１８） 原爆ドーム（広島市）

原爆死没者への黙とうに
ご協力をお願いします　消費税率の引き上げによる影響を緩和するため、低所得の

方に対して、臨時福祉給付金を支給します。
　支給対象となる可能性がある方には、７月末に申請書等を
送付しましたので、支給対象の方は、申請期間内に同封の返
信用封筒で返送してください。また、申請期間中は、市役所
第二庁舎８階８０２会議室でも受け付けます。（正午～午後１
時、土曜・日曜・祝日・年末年始を除く。）
※　申請開始当初の窓口は大変混雑しますので、なるべく郵
送で申請してください。
申請期間　８月３日（月）～平成２８年１月１５日（金）消印有
効
必要書類　渇申請書　渇振込口座の通帳の写し　渇本人確認
書類の写し（運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード
等）
支給対象者　次の全てに該当する方
渇　平成２７年１月１日現在、小金井市の住民基本台帳に登録
されている方
渇　市民税（均等割）が課税されていない方または市の条例
で定めるところにより市民税を免除された方（市民税を課
税されている方の扶養親族等は除く）
渇　生活保護の受給者ではない方
給付額　１人につき６千円
問合先　市臨時福祉給付金専用ダイヤル（☎０５７０－００－
９９９２）
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本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
連

日
、
各
地
で
記
録
的
な
暑
さ
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
期
間
に

大
き
く
成
長
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
経
験
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

本
を
何
冊
も
読
む
、
何
㍍
を
泳

ぐ
よ
う
に
す
る
、
新
聞
を 
隈  
無 

く
ま 

な

く
読
む
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加

す
る
な
ど
で
す
。
ま
た
、
家
事

の 
一  
端 
を
担
っ
て
も
ら
う
の
は

い
っ 
た
ん

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
十
分
役

割
を
果
た
す
で
し
ょ
う
。
日
々

の
目
標
を
定
め
、
規
則
的
な
生

活
と
と
も
に
、
思
い
出
に
な
る

よ
う
な
経
験
が
で
き
る
こ
と
も

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
の
計
画
は 
既 
に
お
立

す
で

て
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
熱

中
症
や
交
通
事
故
に
注
意
し
、

小
金
井
市
内
を
探
索
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
私
た
ち
の
ま
ち

は
、
自
転
車
や
徒
歩
で
周
遊
す

る
に
は
程 
好 
い
地
形
で
も
あ
り

よ

ま
す
。
早
朝
か
ら
多
く
の
方
々

が
、
都
立
の
小
金
井
公
園
、
武

蔵
野
公
園
、
野
川
公
園
や
玉
川

上
水
、
野
川
沿
い
を
歩
い
た
り

ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
行
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
友
人
や

家
族
で
小
金
井
の
魅
力
を
再
発

見
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
時
間
と
体
力
に
余
裕
が
あ

れ
ば
、
近
隣
市
に
も
足
を
延
ば

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

新
学
期
に
は
、
夏
休
み
中
に
終

え
た
宿
題
や
課
題
を
た
く
さ
ん

持
っ
て
、
元
気
に
登
校
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
の
ス
ポ
ー
ツ
の
明
る

い
話
題
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

北
京
で
開
か
れ
る
「
世
界
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
」
女
子
５
千

㍍
に
、
本
町
５
丁
目
在
住
の
鈴

木
亜
由
子
さ
ん
（
日
本
郵
政
グ

ル
ー
プ
女
子
陸
上
部
）
が
出
場

し
ま
す
。
８
月　

日
が
予
選
、

２７

決
勝
は　

日
で
テ
レ
ビ
放
映
も

３０

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
鈴
木
さ

ん
の
素
晴
ら
し
い
走
り
に
期
待

し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
応
援
し
ま

し
ょ
う
。

小
金
井
市
長

市報こがねい 広告主を募集

をををををををををを支支支支支支支支支支を支給給給給給給給給給給給臨時福祉給付金

＝40＝

 

【暑さを避ける】
　気温や湿度が高い日は適度に扇風機や
エアコンを使いましょう。遮光カーテ
ン、すだれ、打ち水を利用することも有
効です。また、外出する際は日傘や帽子
で直射日光を避けるよう心がけましょ
う。

予防のポイント

【服装を工夫する】
　通気性のよい素材のものを選び、襟元
をなるべく緩めるなど、通気をよくしま
しょう。
【こまめに水分補給をする】
　体温を下げるためには、しっかりと汗
をかくことが重要です。失った水分と塩
分は十分に補給しましょう。
【体調を考慮する】
　二日酔い、風邪、寝不足、食事を取っ
ていないなどの状態では、暑いところで
の活動を控えましょう。
 

　熱中症は早い段階での対応が重要で
す。症状が現れたら、適切に処置しまし
ょう。
渇　エアコンが効いている室内や風通し
のよい日陰など、涼しい場所へ避難す
る。
渇　衣服をゆるめ、からだを冷やす（特
に、首の周り、 脇 の下、足の付け根な

わき

ど）
渇　水分・塩分を補給する。
渇　自力で水が飲めない、意識がないな
どの場合は、すぐに救急車を呼ぶ。

応急処置

　熱中症は、高温多湿な環境に長く
いることで、徐々に体の水分や塩分
のバランスが崩れ、体温調節機能が
うまく働かなくなり、体内に熱がこ
もった状態を指します。屋外だけで
なく室内にいるときにも注意が必要
です。目まい、立ちくらみ、手足の
しびれ、吐き気などの症状がみら
れ、重症化すると命にかかわること
もあります。なお、高齢者は暑さや
水分不足に対する感覚機能が低下し
ており、暑さに対するからだの調整
機能も低下しているので、特に注意
が必要です。
問合先　健康課健康係（☎０４２−３２１
−１２４０）
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ご
利
用
く
だ
さ
い

８
月
の
休
日
窓
口

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
１

時開
設
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
９
日
の

み
）
、
納
税
課
（
９
日
の
み
）

※　

取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
市

税
証
明
書
交
付
事
務
ほ
か
）
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
各
担

当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、

０４２

３８７

土
曜
・
日
曜
日
は
市
役
所
代
表

（
☎　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

 ◆◆各種審議会等の開催日程◆◆ ※　保育あり（①４日前②１０日前までに要事前申込）
問合先内　容ところと　き名　称

保育課保育係
（☎０４２−３８７−９８４６）

保育所の設置主体に応じた現
状分析および管理運営等の在
り方について

市役所第二庁舎８階
８０１会議室

８月４日（火）
１９：３０〜

保育検討協議会
（※①）

生涯学習課文化財係
（☎０４２−３８７−９８７９）

文化財の指定・登録について
市役所第二庁舎６階
６０１会議室

８月５日（水）
１０：００〜

第２回文化財保護審議
会

広報秘書課広聴係
（☎０４２−３８７−９８１８）

小金井平和の日記念行事の内
容について

市役所本庁舎３階第
一会議室

８月１７日（月）
１０：００〜

第３回小金井平和の日
記念行事検討委員会

自立生活支援課障害福祉係
（☎０４２−３８７−９８４８）

児童発達支援センター「きら
り」の業務内容等について

前原暫定集会施設前
原暫定会議室

８月１７日（月）
１０：００〜

児童発達支援センター
運営協議会（※②）

自立生活支援課障害福祉係
（☎０４２−３８７−９８４８）

障がい者施策全般について
（手話通訳あり。１０日前まで
に要事前申込）

福祉会館５階保健会
場

８月２７日（木）
１７：００〜

地域自立支援協議会
（※②）

　

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成

係
と
納
税
課
の
休
日
窓
口
は

２
日
（
日
）
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
市
税
徴
収
部
門

の
統
合
に
伴
う
執
務
室
の
移

転
作
業
の
た
め
、
９
日（
日
）

に
振
り
替
え
て
実
施
し
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○は休日窓口開設日8月
土金木水火月日
1
8765432
1514131211109
22212019181716
29282726252423

3130

○
○
○
○
○

【
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
業
務

を
納
税
課
に
移
管
】

　

８
月
１
日
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
税
の
収
納
業
務
を
保
険
年
金
課

か
ら
納
税
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎

３
階
）
に
移
管
し
ま
す
。
納
付
書

再
発
行
や
納
付
の
相
談
は
、
納
税

課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
保
険
年
金
課
の
係
名
等
が
変

更
】

　

国
保
給
付
係
の
名
称
を
国
民
健

康
保
険
係
に
変
更
し
、
廃
止
す
る

国
保
税
係
の
賦
課
業
務
を
担
当
し

ま
す
。

問
合
先　

▽
組
織
改
正
に
つ
い
て

＝
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
６
）
▽
業
務
内

０４２

３８７

容
に
つ
い
て
＝
保
険
年
金
課
国
民

健
康
保
険
係
（
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

３
２
）
、
納
税
課
管
理
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
５
）

３８７

 　

市
で
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
教
育
・
文
化
の
振
興
に
関

す
る
総
合
的
施
策
の
大
綱
の
案
を

作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
案
に
対

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

施
策
名
称　

教
育
・
文
化
の
振
興

に
関
す
る
総
合
的
施
策
の
大
綱

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
、
市
内
に
事
務
所
や
事
業

所
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
そ
の
他

の
団
体

検
討
結
果
の
公
表
等　
　

月
（
予

１１

定
）
。
意
見
等
に
対
す
る
個
別
的

教
育
・
文
化
の
振
興
に
関

す
る
総
合
的
施
策
の
大
綱

（
案
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
検
討
を
終

え
た
と
き
は
、
意
見
等
の
内
容
お

よ
び
市
の
検
討
結
果
と
そ
の
理
由

を
公
表
し
ま
す
。

配
布
・
閲
覧
場
所
等　

企
画
政
策

課
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）
、
庶

務
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
７

階
）
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
同

６
階
）
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階

受
付
、
公
民
館
各
館
、
福
祉
会
館
、

婦
人
会
館
、
総
合
体
育
館
、
図
書

館
本
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
東
小

金
井
駅
開
設
記
念
会
館
で
ご
覧
い

た
だ
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

提
出
方
法　

８
月
３
日
～
９
月
２

日
（
消
印
有
効
）
に
、
住
所
・
氏

名
・
施
策
名
称
を
明
記
し
、
直

接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
で

企
画
政
策
課
へ
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要

１８４

☎　

儿　

儿
９
８
０
０ 
　

儿　

０４２

３８７

０４２

３８７

儿
１
２
２
４
）

 　

市
で
は
、
子
育
て
支
援
に
関
す

る
総
合
計
画
で
あ
る
「
の
び
ゆ
く

こ
ど
も
プ
ラ
ン　

小
金
井
」
（
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
）

の
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

同
会
議
は
、
学
識
経
験
者
、
子

ど
も
子
育
て
支
援
機
関
等
の
代

表
、
公
募
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員　

１
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
で
平
成　

年
２７

４
月
１
日
現
在　

歳
以
上
で
幼
稚

１８

園
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
の
保

護
者

※　

す
で
に
市
が
設
置
し
て
い
る

附
属
機
関
等
の
委
員
の
方
は
、

原
則
と
し
て
一
つ
ま
で
し
か
他

の
附
属
機
関
の
委
員
を
兼
ね
る

FAX

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委

員
募
集

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※　

市
の
関
係
者
を
除
く
。

任　

期　

委
嘱
日
か
ら
２
年
間

（
平
成　

年
度
は
６
回
程
度
開

２７

催
）

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

応
募
方
法　

８
月　

日
（
消
印
有

１５

効
）
ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
、
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

専
用
フ
ォ
ー
ム
で
、
小
論
文
（　
８００

字
以
内
・
課
題
＝
「
子
育
て
支
援

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」
）・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
子
育
て
支
援

課
へ
。

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
会
で
、
論
文
に
よ
る
審

査
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
選
考

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
論
文
は
、
選
考

後
返
却
し
ま
す
。

選
考
基
準　

必
要
な
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
☎

　

儿　

儿
９
８
３
６ 
　

儿　

儿

０４２

３８７

０４２

３８６

２
６
０
９
）

 　

８
月
１
日
か
ら
、
図
書
館
東
分

室
・
公
民
館
東
分
館
の
事
業
運
営

を
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
の
図
書

館
・
公
民
館
こ
が
ね
い
」
に
委
託

し
ま
す
。

　

委
託
に
よ
り
図
書
館
東
分
室
は

開
館
時
間
の
延
長
と
開
館
日
の
増

加
や
司
書
有
資
格
者
に
よ
る
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
、
ま

た
、
公
民
館
東
分
館
は
専
門
的
な

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
活
動
の
支
援
や

図
書
館
と
の
連
携
に
よ
る
新
し
い

事
業
の
展
開
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
図
書
館
東
分
室
の
開
館

時
間
と
休
館
日
は
８
月
１
日
か
ら

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
７

FAX

東
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
東

分
室
・
公
民
館
東
分
館
）

の
事
業
運
営
を
委
託

時休
館
日　

毎
月
第
１
・
３
火
曜

日
、
年
末
年
始

問
合
先　

図
書
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
３
８
）
、
公
民
館
本
館

３８３（
☎　

儿　

儿
１
１
８
４
）

０４２

３８３

 
職　

種　

①
高
齢
者
福
祉
窓
口
相

談
業
務
②
障
が
い
児
保
育
業
務

勤
務
時
間　

①
月
曜
～
金
曜
日
の

う
ち
週
４
日
（
割
り
振
り
は
所
属

長
が
定
め
る
）
、
午
前
８
時　

分
３０

～
午
後
５
時
②
月
曜
～
金
曜
日
午

前
９
時
～
午
後
４
時

報　

酬　

月
額　

万
４
千　

円

１８

９００

（
別
途
通
勤
に
要
す
る
経
費
を
条

件
に
よ
り
支
給
し
ま
す
）

資
格
等
要
件　

▽　

歳
定
年
制
の

６５

た
め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

２５

に
生
ま
れ
た
方　

▽
①
は
パ
ソ
コ

ン
操
作
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）

が
で
き
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資

格
を
有
す
る
方　

▽
②
は
保
育
士

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

試
験
日　

８
月　

日
（
月
）

１７

採
用
予
定
人
数　

各
１
人

採
用
予
定
日　

９
月
１
日
（
火
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

８
月　

日
（
月
）
ま
で
の
午

１０

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（
９
日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

※　

要
項
は
、
配
布
期
間
中
に
限

り
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
で
も
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 
職　

種　

①
土
木
技
術
②
精
神
保

健
福
祉
士
③
保
育
士

平
成　

年
度

２７

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

平
成　

年
度
育
児
休
業
代
替

２７

任
期
付
職
員
募
集

資
格
等
要
件　

①
土
木
関
係
の
学

科
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
土
木
関

係
（
測
量
、
施
工
、
都
市
計
画
等
）

に
お
け
る
実
務
経
験
が
あ
る
方
②

精
神
保
健
福
祉
士
登
録
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
③
保
育
士
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

試
験
日　

８
月　

日
（
水
）

１９

採
用
予
定
人
数　

各
１
人

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

８
月　

日
（
金
）
ま
で
の
午

１４

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（　

日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

１３
※　

要
項
は
、
配
布
期
間
中
に
限

り
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
で
も
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 　

市
内
に
あ
る
既
存
の
住
宅
用
家

屋
を
建
て
替
え
る
際
は
、
平
成　
２８

年
１
月
１
日
現
在
、
更
地
や
建
設

途
中
で
家
が
完
成
し
て
い
な
い
場

合
、
住
宅
用
地
の
特
例
制
度
が
適

用
さ
れ
ず
、
土
地
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
税
額
が
上
が

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
条
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば
引
き
続
き
特
例
制
度
の
適
用

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
（
平
成　

年
２８

度
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
）

　

特
例
制
度
を
適
用
す
る
た
め
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。
適
用
の
可

否
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

適
用
条
件

▽　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、

２７

住
居
用
家
屋
が
建
っ
て
い
た
住

宅
用
地
で
あ
る
こ
と

▽　

建
て
替
え
前
の
住
宅
の
敷
地

と
同
一
の
敷
地
で
あ
る
こ
と

住
宅
用
地
の
建
て
替
え

特
例
制
度
の
適
用
申
請
を

▽　

平
成　

年
度
と
平
成　

年
度

２７

２８

の
賦
課
期
日
（
１
月
１
日
）
に

お
け
る
土
地
の
所
有
者
が
同
一

で
あ
る
こ
と
（
家
屋
も
同
様
）

▽　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、

２８

工
事
の
着
手
等
が
す
で
に
行
わ

れ
て
お
り
、
平
成　

年
中
に
家

２８

が
完
成
し
て
い
る
こ
と

申
請
・
問
合
先　

平
成　

年
２
月

２８

１
日
ま
で
に
、
所
定
の
申
請
書

（
資
産
税
課
で
配
布
）
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
建
て
替
え
が
分
か

る
資
料
（
建
築
確
認
済
証
、
契
約

書
・
図
面
な
ど
）を
持
参
の
う
え
、

資
産
税
課
土
地
係
（
市
役
所
第
二

庁
舎
３
階
☎　

儿　

儿
９
８
２

０４２

３８７

１
）
へ
。

 　

公
募
委
員
選
考
基
準
に
よ
り
、

次
の
方
々
を
委
員
に
選
任
し
ま
し

た
。

　

▽
石
田
い
く
子
さ
ん
、
川
上
正

夫
さ
ん
、
林
茂
夫
さ
ん
（
い
ず
れ

も
公
募
委
員
）

問
合
先　

広
報
秘
書
課
広
聴
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
８
）

０４２

３８７

小
金
井
平
和
の
日
記
念
行
事

検
討
委
員
会
委
員
選
任
結
果

８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

８
月
か
らららららららららららららららららららららら

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
ののののののののののののののののののののの
組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織

市
の
組
織
がががががががががががががががががががががが

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変

　
　

一
部
変
更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更
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現
在
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
福
祉
会
館
は
、
建

物
の
耐
震
上
の
問
題
か
ら
、
利
用

者
の
安
全
面
を
考
慮
し
、
平
成　
２８

年
３
月　

日
で
閉
館
し
ま
す
。

３１

　

閉
館
に
伴
い
、
公
民
館
と
合
同

で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

８
月
５
日
（
水
）
午
後

６
時
か
ら
、
９
日
（
日
）
午
後
１

時
か
ら

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
５
階

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

６０

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
水
筒
・
お

や
つ
等
持
参
）
、
手
話
通
訳
あ
り

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
１
５
）

０４２

３８７

 　

平
成　

年
度
に
、
福
祉
会
館
の

２８

閉
館
に
伴
い
、
公
民
館
本
館
を
公

民
館
本
町
分
館
へ
仮
移
転
す
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

仮
移
転
に
伴
い
、
公
民
館
利
用

者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

８
月
５
日
（
水
）
、
９

公
民
館
本
館
仮
移
転
に
伴

う
説
明
会
の
開
催

日
（
日
）
、
い
ず
れ
も
午
前　

時
１０

か
ら

と
こ
ろ　

公
民
館
本
町
分
館

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

公
民
館
本
町
分
館
（
☎

　

儿　

儿
１
１
７
０
）

０４２

３８３

 　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
国
民
健

７０

７５

康
保
険
加
入
者
の
高
齢
受
給
者
証

を
、
８
月
に
一
斉
更
新
し
ま
す
。

　

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
郵
送

し
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
負
担
割
合
】

　

病
院
等
の
窓
口
で
の
支
払
い

は
、
高
齢
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ

た
一
部
負
担
金
の
割
合
に
な
り
ま

す
。

　

必
ず
保
険
証
と
一
緒
に
高
齢
受

給
者
証
も
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
の
方
は
２
割
（
昭
和　

年
１９

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は

特
例
措
置
に
よ
り
１
割
）
負
担
で

す
が
、
市
・
都
民
税
の
課
税
所
得

が　

万
円
以
上
あ
る
方
（
一
定
以

１４５
上
所
得
者
）
と
そ
の
世
帯
に
属
す

る
方
は
３
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
帯
で　

歳
以
上　

歳

７０

７５

未
満
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が

２
人
以
上
い
る
場
合
、
収
入
の
合

計
が　

万
円
（
１
人
の
場
合　

万

５２０

３８３

円
）
未
満
の
方
は
、
申
請
に
よ
り

国
民
健
康
保
険

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は

届
き
ま
し
た
か

２
割
（
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前

１９

に
生
ま
れ
た
方
は
特
例
措
置
に
よ

り
１
割
）
負
担
に
な
り
ま
す
。

【
住
所
等
が
変
わ
っ
た
と
き
は
届

け
出
を
】

　

転
入
・
転
出
・
死
亡
等
に
よ
り

世
帯
構
成
ま
た
は
前
年
の
所
得
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
負
担
割

合
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

保
険
年
金
課
国
民
健
康

保
険
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３

０４２

３８７

３
）

 
募
集
内
容　

▽
ポ
イ
ン
ト
方
式
に

よ
る
募
集
（
家
族
向
け
の
み
）
▽

単
身
者
向
け
・
単
身
者
用
車
い
す

使
用
者
向
け
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住

宅　

▽
事
業
再
建
者
向
け
定
期
使

用
住
宅

申
込
書
等
配
布　

８
月
３
日

（
月
）
～　

日
（
火
）
に
、
ま
ち

１１

づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所
第
二
庁

舎
５
階
）
、
管
財
課
（
市
役
所
本

庁
舎
１
階
）
、
夜
間
・
休
日
は
施

設
管
理
室
（
同
１
階
）
で
配
布
す

る
ほ
か
、
配
布
期
間
中
に
限
り
、

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.to
-ko
u
sy

a
.o
r.jp
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

そ
の
他　

募
集
内
容
・
申
込
資
格

等
詳
し
く
は
、
「
都
営
住
宅
募
集

の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
東
京
都
小
平
児
童
相
談
所

（
緊
急
時
）

　

☎　

儿　

儿
３
７
１
１
＝
月
曜
〜

０４２

４６７

金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　
４５

分
▽
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

（
夜
間
・
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年

末
年
始
の
緊
急
時
）

　

☎　

儿
５
９
３
７
儿
２
３
３
０

０３

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
東
京
都
小
平
児
童
相
談
所

（
緊
急
時
）

　

☎　

儿　

儿
３
７
１
１
＝
月
曜
〜

０４２

４６７

金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　
４５

分
▽
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

（
夜
間
・
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年

末
年
始
の
緊
急
時
）

　

☎　

儿
５
９
３
７
儿
２
３
３
０

０３

申
込
方
法　

８
月　

日
（
必
着
）

１４

ま
で
に
、郵
送
で
渋
谷
郵
便
局
へ
。

問
合
先　

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
（
東
京
都

住
宅
供
給
公
社
）
都
営
住
宅
募
集

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０１０

　

＝
８
月
３
日
～　

日
、
☎　

儿

８１０

１１

０３

３
４
９
８
儿
８
８
９
４
）
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
住
宅
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
６
１
）

３８７
 　

舞
踊
、
民
謡
、
合
唱
、
ダ
ン
ス

等
で
参
加
す
る
サ
ー
ク
ル
を
募
集

し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
前

１０

１５

　

時
～
午
後
４
時

１０と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
大
ホ
ー
ル

対　

象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
方
の
サ
ー
ク
ル

６０申　

込　

８
月　

日
（
必
着
）
ま

２５

で
に
、
は
が
き
に
サ
ー
ク
ル
名
・

演
芸
種
目
・
代
表
者
の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
悠
友

ク
ラ
ブ
連
合
会
（
〒　

儿
０
０
１

１８４

２
中
町
４
儿　

儿　

福
祉
会
館
内

１５

１４

☎　

儿　

儿
１
１
８
８
）
へ
。

０４２

３８３

 　

市
で
管
理
し
て
い
る
街
路
灯
に

は
、
設
置
し
て
い
る
柱
に
写
真
の

よ
う
な
６ 
桁 
の
管
理
番
号
を
表
示

け
た

し
て
い
ま
す
。
街
路
灯
が
点
灯
し

て
い
な
い
と
き
は
、
管
理
番
号
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 　

ま
た
、
街
路
灯
の
中
に
は
商
店

会
が
管
理
し
て
い
る
も
の
や
東
京

都
が
管
理
し
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
街
路
灯
に
商
店
会
等
の
名

称
が
入
っ
て
い
れ
ば
そ
の
商
店
会

へ
、
東
京
都
の
マ
ー
ク
が
つ
い
て

い
れ
ば
東
京
都
北
多
摩
南
部
建
設

第　

回
小
金
井
な
か
よ
し

４３
市
民
ま
つ
り
シ
ニ
ア
フ
ェ

ス
タ
参
加
サ
ー
ク
ル
募
集

街
路
灯
が
点
灯
し
て
い
な
い

と
き
は
ご
連
絡
を

事
務
所
小
金
井
工
区
（
☎　

儿　
０４２

３２６

儿
８
８
６
２
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※　

連
絡
を
受
け
て
か
ら
修
理
ま

で
は
通
常
３
日
前
後
か
か
り
ま

す
。

問
合
先　

交
通
対
策
課
交
通
対
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
５
０
）

０４２

３８７

 　

防
衛
省
は
、
来
春
に
入
校
・
入

隊
の
各
種
目
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

採
用
種
目
・
応
募
資
格　

▽
防
衛

大
学
校
お
よ
び
防
衛
医
科
大
学
校

＝　

歳
未
満
の
高
卒
・
高
卒
見
込

２１
の
方　

▽
自
衛
官
候
補
生
お
よ
び

一
般
曹
候
補
生
＝　

歳
以
上　

歳

１８

２７

未
満
の
方

　

な
お
、
志
願
受
付
期
間
は
各
種

目
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

自
衛
隊
西
東
京
地
域 

事
務
所
（
☎　

儿　

儿
１
９
８

０４２

４６３

１
）
、
市
総
務
課
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
０
５
）

 　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
・
義
務
教

育
就
学
児
医
療
費
助
成
を
受
け
て

い
る
方
で
更
新
手
続
（
現
況
届
）

が
必
要
な
方
に
、
届
出
用
紙
を 

郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月　

日
３１

（
月
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

現
況
届
は
、
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
を
受
給
し
て
い
る
保
護
者
の

前
年
の
所
得
状
況
と
、
平
成　

年
２７

　

月
１
日
現
在
の
健
康
保
険
証
の

１０情
報
、
養
育
状
況
な
ど
を
確
認

し
、
受
給
資
格
の
有
無
を
審
査
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

期
限
ま
で
に
現
況
届
が
提
出
さ

れ
な
い
場
合
、　

月
１
日
か
ら
の

１０

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
税
課
税
（
所
得
）

平
成　

年
入
校
・
入
隊

２８

陸
・
海
・
空
自
衛
官
等
募
集

乳
幼
児
医
療
費
助
成
・
義

務
教
育
就
学
児
医
療
費
助

成
現
況
届
の
提
出
を

情
報
・
健
康
保
険
証
の
情
報
等
、

更
新
手
続
に
必
要
な
情
報
の
す
べ

て
が
確
認
で
き
る
方
に
は
、
届
け

出
が
不
要
な
た
め
医
療
証
を
９
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

所
得
制
限
超
過
等
で
消
滅
に
な

っ
た
方
に
は
、
医
療
費
助
成
受
給

資
格
消
滅
通
知
書
を　

月
上
旬
に

１０

郵
送
し
ま
す
。

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

 　

市
内
在
住
で
、
医
療
保
険
に
加

入
し
て
お
り
、
他
の
公
的
医
療
保

障
を
受
け
て
い
な
い
児
童
（
小
・

中
学
生
）
の
保
護
者
の
方
で
、
平

成　

年
中
の
所
得
が
所
得
制
限
内

２６
に
な
っ
た
方
は
、
申
請
に
よ
り　
１０

月
１
日
か
ら
義
務
教
育
就
学
児
医

療
費
助
成
を
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

申
請
書
は
、
子
育
て
支
援
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
）
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

す
で
に
義
務
教
育
就
学
児
医
療

費
助
成
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

所
得
制
限　

左
表
の
と
お
り

 
※　

社
会
保
険
料
控
除
分
（
一
律

８
万
円
）
を
含
む
金
額
で
す
の

で
、
改
め
て
社
会
保
険
料
を
控

除
し
て
計
算
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※　

所
得
額
は
、
収
入
か
ら
必
要

経
費
な
ど
を
差
し
引
い
た
額

（
給
与
所
得
者
の
場
合
は
給
与

義
務
教
育
就
学
児
医
療
費

助
成
制
度
の
申
請
の

受
け
付
け

所得制限限度額扶養親族の
人数

６３０万円０人
６６８万円１人
７０６万円２人
７４４万円３人

１人増すごとに
３８万円を加算４人以上

所
得
控
除
後
の
金
額
）
で
す
。

※　

こ
の
ほ
か
に
、
各
種
控
除

（
医
療
費
控
除
、
寡
婦
（
夫
）

控
除
、
障
害
者
控
除
等
）
を
所

得
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
等　

８
月
３
日
（
月
）

～
９
月　

日
（
金
）
午
前
８
時　

１１

３０

分
～
午
後
５
時
（
正
午
～
午
後
１

時
お
よ
び
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）

受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課
窓
口

必
要
書
類　

▽ 

医
療
証
交
付
申

請
書　

▽
印
鑑
（
申
請
書
に
押

印
）
▽
児
童
の
健
康
保
険
証
の
写

し　

▽
申
請
者
お
よ
び
配
偶
者
の

平
成　

年
度
住
民
税
課
税
証
明
書

２７

（
平
成　

年
１
月
１
日
以
前
か

２７

ら
、
小
金
井
市
に
住
民
登
録
が
あ

る
方
は
不
要
）
▽
そ
の
他
に
書
類

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

そ
の
他　

郵
送
で
の
申
請
も
受
け

付
け
ま
す
。
窓
口
が
込
み
合
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
郵
送

申
請
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

 　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
依
頼
会
員

（
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
）
と

協
力
会
員
（
お
手
伝
い
を
し
た
い

方
）
の
会
員
組
織
で
す
。

　

子
育
て
を
地
域
で
支
え
る
相
互

援
助
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

【
会
員
説
明
会
】

　

登
録
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
会
則
、
援
助
活
動
ま
で
の
流

れ
、
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

と　

き　

８
月　

日
（
水
）
午
前

２６

　

時
～　

時

１０

１１

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

▽
依
頼
会
員
＝
市
内
在

住
で
、
原
則
生
後　

日
～
小
学
生

５７

の
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
方　

▽
協
力
会
員
＝
援
助
活
動
に
関
心

の
あ
る　

歳
以
上
の
方
（
協
力
会

２０

員
講
習
会
へ
の
参
加
が
必
要
で

○子

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

す
）

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

申
込
方
法　

８
月　

日
か
ら
、
電

１２

話
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
へ
。

【
協
力
会
員
講
習
会
】

　

子
ど
も
の
健
康
と
安
全
、
子
ど

も
の
発
達
、
食
事
、
応
急
手
当
な

ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日（
金
）、　

日

１８

２５

（
金
）、　

日
（
火
）、　

月
１
日

２９

１０

（
木
）
、
８
日（
木
）
、　

日
（
水
）

１４

午
前
９
時　

分
～
午
後
１
時

３０

※　

こ
の
ほ
か
の
日
程
で
保
育
実

習
が
あ
り
ま
す
。
出
席
で
き
る

回
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
。

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
（　

月
１０

１
日
は
前
原
暫
定
集
会
施
設
）

対　

象　

援
助
活
動
に
関
心
の
あ

る　

歳
以
上
の
方

２０
申
込
方
法　

電
話
で
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１

０４２

３２０

７
０
１
＝
日
曜
・
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　

創
業
予
定
者
や
事
業
者
の
育
成

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
展
開
す
る
Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施

設
で
あ
る
東
小
金
井
事
業
創
造
セ

ン
タ
ー（
通
称
「 
Ｋ
Ｏ  
儿  
Ｔ
Ｏ 
」
）

コ 

ー 

ト

の
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
応
募
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

募
集
施
設
・
料
金　

個
室
１
室

（
約
５
平
方
㍍
）
＝
月
３
万
５
千

円
、
シ
ェ
ア
ブ
ー
ス
（
約
２
平
方

㍍
）
＝
月
１
万
８
千
円

※　

入
居
に
は
審
査
が
あ
り
ま

す
。
個
室
の
審
査
結
果
に
よ
っ

て
は
、
シ
ェ
ア
ブ
ー
ス
を
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

利
用
期
間　

原
則
３
年

応
募
要
項　

同
セ
ン
タ
ー
、
経
済

課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
）
で

配
布
す
る
ほ
か
、
同
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://ko

-to
.in

fo
/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

審
査
方
法　

申
請
書
お
よ
び
８
月

　

日
（
木
）
実
施
の
面
談
等
に
基

２０づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す
。

応
募
方
法　

８
月　

日
午
後
５
時

１８

（
必
着
）
ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
申
請
書
等
を
同
セ
ン
タ
ー

へ
。

問
合
先　

東
小
金
井
事
業
創
造
セ

ン
タ
ー
（
〒　

儿
０
０
０
２
梶
野

１８４

町
１
儿
２
儿　

☎
０
４
２
２
儿　

３６

３１

儿
２
０
４
０
）

東
小
金
井
事
業
創
造
セ
ン
タ
ー

東
小
金
井
事
業
創
造
セ
ン
タ
ー
のの

入
居
者
を
募
集

入
居
者
を
募
集
中中

福
祉
会
館
の
閉
館

福
祉
会
館
の
閉
館
にに

伴
う
説
明
会
の
開

伴
う
説
明
会
の
開
催催
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小金井市まなびあい出前講まなびあい出前講座座

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
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%
%
%
%

　皆さんが希望する講座に、市役所、小金井警察署、
小金井消防署、各団体、企業等の協力により、職員・
社員が出向いて情報を提供する「小金井市まなびあい
出前講座」を実施しています。（下表）
　行政の制度や事業等の市政情報を、分かりやすく説
明し、その情報を生かして地域の課題に取り組むな
ど、皆さんの生涯学習を応援します。
　講座は順次見直していきます。新しい情報は、市ホ
ームページをご覧いただくか、市生涯学習課までお問
い合わせください。
対　象　市内在住・在勤・在学の方で構成する１０人以
上の団体、グループ

※　政治、宗教、営利目的の学習会は対象となりませ
ん。
講座時間　２時間以内
【市役所講座】
渇　月曜〜金曜日午前９時〜午後９時
渇　土曜・日曜日午前９時〜午後５時
※　年末年始および祝日を除きます。業務繁忙期は、
講座提供ができない場合があります。
【警察署・消防署・法務省・社会福祉協議会・東京ガ
ス・税務署講座】
渇　平日午前９時〜午後５時
※　緊急事態が発生した場合、中止することがありま

す。
講師料　無料
その他
渇　会場は、申込団体で用意してください。
渇　学習の場ですので、苦情・陳情を伺う場ではあり
ません。趣旨をご理解のうえ、お申し込みくださ
い。
申込方法　下表の中から講座を選び、学習会の２０日前
までにお申し込みください。

問合先
市生涯学習課生涯学習係（☎０４２−３８７−９８７９ 
０４２−３８３−１１３３）、小金井警察署（☎０４２−３８１
−０１１０ ０４２−３８３−８１９０）、小金井消防署（☎
０４２−３８４−０１１９ ０４２−３８５−９９１８）、東京保護
観察所立川支部（☎０４２−５２１−４２３１ ０４２−５２１
−４２３９）、社会福祉協議会（☎０４２−３８６−０２９４
 ０４２−３８６−１２９４）、東京ガス㈱多摩支店（☎
０４２−５２６−６１２５ ０４２−５２６−６１４２）、武蔵野税
務署総務課（☎０４２２−５３−１３１１）

FAX

FAX
FAX

FAX

FAX
FAX

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

「小金井市まなびあい出前講座」一覧表

講座名（サブタイトル）講座
番号

市　政（申し込みは生涯学習課へ）
小金井市長期総合計画（小金井市の将来像）①
小金井の家計簿（小金井市の財政状況）②
開かれた市政とプライバシー保護（情報公開と個人情報
保護）③

やさしい住民税の話（住民税のしくみ）④
やさしい固定資産税の話（税のしくみ）⑤
市民課窓口の仕事（わかりやすい市民課窓口手続き）⑥
市議会の話⑦
保健・福祉（申し込みは生涯学習課へ）

すくすく子育て（⑧健康や育児について⑨赤ちゃんの栄
養と離乳食⑩幼児期からの食育）⑧～⑩

小金井市の母子保健事業の紹介（知っておきたい母子保
健事業について）⑪

生活習慣と健康づくり（⑫生活習慣病予防について⑬メ
タボリックシンドローム予防の食事と栄養の摂り方⑭い
つまでも健康でいるための食事と栄養の摂り方（高齢者
向け））

⑫～⑭

お口の健康　健康な歯を保つための秘訣（⑮障がい者編
⑯高齢者編⑰成人編）⑮～⑰

むし歯予防（⑱障がい児編－健康な歯を保つために⑲乳
幼児編－ブラッシング習慣をつけよう⑳学童期編－歯に
よい食べ方とブラッシング）

⑱～⑳

小金井市成人保健事業の紹介（検診・相談・予防教室に
ついて）㉑

小金井市の子育て支援（子育て支援の現状）㉒
小金井市の保育（子育てと仕事の両立支援）㉓
“国民健康保険”講座（国民健康保険制度）㉔
知っておきたい国民年金（国民年金制度）㉕
高齢者のための医療制度（後期高齢者医療制度）㉖
高齢者の介護予防（地域で安心して生活するために）㉗
小金井市の介護保険の話（介護保険のしくみと利用方法
を紹介します）㉘

小金井さくら体操（今日から始める介護予防）㉙
認知症サポーター養成講座（認知症の高齢者を地域で支
えるために）㉚

小金井市の障がい者福祉サービス（地域で安心して生活
するために）㉛

生活保護のしくみ㉜
生活困窮者自立支援制度について㉝

環　境（申し込みは生涯学習課へ）

ごみの出し方とリサイクル（混ぜればごみ分ければ資
源）㉞

下水道の過去・現在・未来（都市の発達と下水道の歴
史）㉟

地球温暖化防止対策（私たちが身の回りでできること）㊱
滄浪泉園の歴史と緑の効果を学ぼう（身近にある緑を探
求しよう）㊲

まちづくり（申し込みは生涯学習課へ）

市街地再開発事業について（武蔵小金井駅南口第１地区
第一種市街地再開発事業概要）㊳

土地区画整理事業について（東小金井駅北口土地区画整
理事業概要）㊴

小金井市の農業振興㊵
小金井市の商工振興（小金井市の産業振興プランについ
て）㊶

安全・防災（申し込みは生涯学習課へ）

災害に備えて安全対策を（わたしたちのまちの防災対
策）㊷

防犯対策の心構え（犯罪のない町、小金井市をめざし
て）㊸

教育・コミュニケーション（申し込みは生涯学習課へ）

こうして作る広報紙㊹
小金井市の男女共同参画（男女共同参画室の業務等につ
いて）㊺

特別支援教育について（子どもたち一人一人のニーズに
応じた教育へ）㊻

小金井市立小・中学校の特色（小・中学校の特色ある教
育活動）㊼

子どもたちの健全育成（いじめ、不登校の解決に向け
て）㊽

青少年の問題行動について（中学生を中心とした非行・
問題行動の解決に向けて）㊾

小金井市の青少年健全育成（青少年健全育成、行政と地
域のとりくみ）㊿

学童保育所はどんなところ？（学童保育所での生活）鋭

児童館ってどういうところ？（児童館の事業内容と児童
館の子どもたち）液

生涯学習ってなあに？疫

図書館を上手に利用しよう（図書館は知識の宝庫）益

公民館活用法（知って得する利用）駅

体育施設の利用について（楽しく汗を流そう）悦

歴史・文化（申し込みは生涯学習課へ）
郷土の歴史と文化財（旧石器時代から現代まで３万年の
あゆみ・郷土かるた）謁

小金井の地名（地名で読み解く郷土の歴史）越

名勝小金井桜の今昔（小金井桜のあゆみと現状）閲

はけの森美術館（中村研一について）榎

生　活（申し込みは生涯学習課へ）
消費者は狙われている（最近の消費生活相談事例にみる
消費者被害）厭

警察署（申し込みは小金井警察署へ）
犯罪抑止対策（防犯教室）円

交通安全教室（あなたが事故に遭わないために！）園

少年非行防止（少年の健全育成を図るために）堰

消防署（申し込みは小金井消防署へ）
いざという時の応急救護（あなたも今日からバイスタン
ダー）奄

地域・わが家の防火・防災対策について（地震や火災か
ら身を守るために）宴

法務省（申し込みは東京保護観察所立川支部へ）
「更生保護」ってなあに？延

社会福祉協議会（申し込みは社会福祉協議会へ）
社会福祉協議会ってなあに？（協議会活動・ボランティ
ア・市民活動）怨

老後を支える地域の仕組み、権利擁護とは（成年後見と
地域福祉権利擁護事業）掩

東京ガス（申し込みは東京ガス株多摩支店へ）
防災講座（安心安全ガスの防災）援

エネルギー・環境講座（燃料電池って何だろう？）沿

武蔵野税務署（申し込みは武蔵野税務署総務課へ）
年金と税（年金を中心として所得税申告書を作成しまし
ょう）演

知っておきたい相続税（相続税の申告について）炎

 　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
製
の
４
つ
の
運

動
マ
シ
ー
ン
を
使
い
、
身
体
に
必

要
な
筋
力
、
俊
敏
性
、
バ
ラ
ン
ス

等
を
総
合
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し

ま
す
。

と　

き　
　

月
１
日
〜　

月　

日

１０

１２

２８

の
毎
週
月
曜
・
木
曜
日
午
前
９
時

　

分
〜
正
午
（
祝
日
を
除
く
。
全

３０
　

回
）

２４と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

つ
き
み
の
園
（
中
町
２
儿　

儿
１５

　

）
２５対　

象　
　

歳
以
上
で
要
支
援
・

６５

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

定　

員　
　

人
（
選
考
あ
り
）

１０

費　

用　

千
円
（
保
険
代
）

そ
の
他　

事
前
説
明
会
（
９
月
）

と
、
事
前
・
事
後
の
体
力
測
定
へ

の
参
加
が
必
要
で
す
。

申　

込　

８
月
４
日
午
後
２
時
か

ら
、
中
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
６
５
１

０４２

３８６

１
）
へ
。

 　

東
北
大
学
の
川
島
隆
太
教
授
の

研
究
成
果
を
活
用
し
た
教
材
を
使

用
し
、
読
み
書
き
や
計
算
に
よ
る

脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。

と　

き　
　

月
７
日
〜
平
成　

年

１０

２８

３
月　

日
の
水
曜
日
午
前
９
時　

３０

３０

分
〜　

時　

分
（
全　

回
）

１１

３０

２４

と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

つ
き
み
の
園
（
中
町
２
儿　

儿
１５

　

）
２５対　

象　
　

歳
以
上
で
要
支
援
・

６５

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

定　

員　
　

人
（
選
考
あ
り
）

１２

参
加
費
（
月
額
）　

２
千　

円
３６０

（
教
材
費
、
お
茶
代
等
）

そ
の
他　

事
前
説
明
会
（
９
月
）

運
動
機
能
向
上

プ
ロ
グ
ラ
ム

脳
の
健
康
教
室
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

申　

込　

８
月
４
日
午
後
２
時
か

ら
、
中
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
６
５
１

０４２

３８６

１
）
へ
。

 
と
き
・
と
こ
ろ
等　

左
表
の
と
お

り
 

対　

象　

本
講
座
を
受
講
し
た
こ

と
が
な
い
方

そ
の
他　

参
加
者
に
は
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
、

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
差
し
上
げ
ま

す
。

申　

込　

８
月
３
日
か
ら
、
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

問合・申込先定　員ところと　き

小金井ひがし地域包括支援センター
（☎０４２－３８６－６５１４）

１５人程度
（申込順）

特別養護老人ホーム　つきみの
園（中町２－１５－２５）８／２０（木）

小金井きた地域包括支援センター
（☎０４２－３８８－２４４０）

１０人程度
（申込順）

桜町高齢者在宅サービスセンタ
ー（桜町１－９－５）　／２１（金）

小金井にし地域包括支援センター
（☎０４２－３８６－７３７３）

１５人程度
（申込順）公民館貫井北分館学習室Ａ　／２７（木）

※　時間はいずれも午後２時～３時３０分
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　６５歳以上の要支援・要介護
認定を受けていない方に、健
康づくりやもの忘れ予防に役
立つ情報のご案内や相談を行
います。（１人３０分程度）

とき・ところ等　下表のとお
り
申　込　８月３日から、電話
で各地域包括支援センター
へ。

介護予防相談会

ところ・申込先と　き対象地域
小金井みなみ地域包括
支援センター
（☎０４２−３８８−８４００）

８／１７（月）
１０：００〜１２：００

本町６丁目、前原
町、貫井南町

小金井きた地域包括支
援センター
（☎０４２−３８８−２４４０）

　／１９（水）
１３：３０〜１５：００

梶野町、関野町、緑
町、本 町 ２・３ 丁
目、桜町１・３丁目

小金井ひがし地域包括
支援センター
（☎０４２−３８６−６５１４）

　／２０（木）
１３：３０〜１５：００

東町、中町、本町１
丁目

　

全
国
的
に
高
齢
者
虐
待
の
報
告

が
増
加
し
て
お
り
、
市
で
も
対
応

件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
が
疑
わ
れ
る
、
ま

た
は
、
虐
待
に
つ
な
が
る
か
も
し

れ
な
い
等
、
気
に
か
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
窓
口
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
関
係
機
関
で
事
実

確
認
を
行
い
、
判
断
・
対
応
を
行

い
ま
す
の
で
、
通
報
時
点
で
虐
待

の
確
証
が
な
く
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
な
お
、
通
報
者
の
情
報
は
保

護
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
の
防
止
と
早
期
発

見
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
虐
待
の
区
分

▽　

身
体
的
虐
待
＝
高
齢
者
の
身

体
に
外
傷
・
痛
み
が
生
じ
る
暴

行
を
加
え
る
こ
と
、
外
部
と
の

接
触
を
意
図
的
に
遮
断
す
る
こ

と
▽　

介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

＝
高
齢
者
を
衰
弱
さ
せ
る
よ
う

な
著
し
い
減
食
ま
た
は
長
時
間

放
置
す
る
こ
と
、
養
護
を
著
し

く
怠
る
こ
と

▽　

心
理
的
虐
待
＝
暴
言
・
無

視
・
嫌
が
ら
せ
等
に
よ
り
、
高

齢
者
に
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え

る
こ
と

▽　

性
的
虐
待
＝
本
人
が
同
意
し

て
い
な
い
性
的
な
行
為
や
そ
の

強
要
を
す
る
こ
と

▽　

経
済
的
虐
待
＝
高
齢
者
の
財

産
を
不
当
に
処
分
ま
た
は
使
用

す
る
こ
と
、
本
人
が
希
望
す
る

（
必
要
な
）
財
産
の
使
用
を
理

由
な
く
制
限
す
る
こ
と

▽　

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
＝
認
知

症
等
で
判
断
力
が
低
下
し
た
高

齢
者
が
、
不
衛
生
な
環
境
下
で

生
活
す
る
、
必
要
な
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
い
等
、

自
身
で
不
適
切
な
環
境
を
形
成

す
る
こ
と

【
通
報
受
付
お
よ
び
対
応
窓
口
】

▽　

介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係

（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
４
５
）

３８７

▽　

梶
野
町
、
関
野
町
、
緑
町
、

本
町
２
・
３
丁
目
、
桜
町
１
・

３
丁
目
に
在
住
の
方
＝
小
金
井

き
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎　

儿　

儿
２
４
４
０
）

０４２

３８８

▽　

東
町
、
中
町
、
本
町
１
丁
目

に
在
住
の
方
＝
小
金
井
ひ
が
し

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

　

儿　

儿
６
５
１
４
）

０４２

３８６

▽　

前
原
町
、
本
町
６
丁
目
、
貫

井
南
町
に
在
住
の
方
＝
小
金
井

み
な
み
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎　

儿　

儿
８
４
０
０
）

０４２

３８８

▽　

本
町
４
・
５
丁
目
、
桜
町
２

丁
目
、
貫
井
北
町
に
在
住
の
方

＝
小
金
井
に
し
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
７
３

０４２

３８６

７
３
）

 　

人
気
の
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
（ 
賭 か

け
な
い
・
飲
ま
な
い
・
吸
わ
な

い
）
で
新
し
い
友
達
と
楽
し
く
交

流
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

９
月
９
日
～　

月　

日

１１

１１

の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

（
全
８
回
。
９
月　

日
、　

月
７

２３

１０

日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
２
階
集
会

室
、
５
階
保
健
会
場

講　

師　

金
澤
喜
重
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
健
康
麻
将
全
国
会
代
表
理

事
）

対　

象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の

６０

方定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

５０

費　

用　

２
千
円
（
教
材
費
）

企
画
運
営　

高
齢
者
い
き
い
き
活

動
推
進
員

申　

込　

８
月　

日
（
必
着
）
ま

１４

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
社
会
福
祉
協
議
会
「
健
康
麻

高
齢
者
い
き
い
き
活
動
講
座 

健
康
麻
将
（
マ
ー
ジ
ャ
ン
）

入
門

将
入
門
係
」
（
〒　

儿
０
０
１
２

１８４

中
町
４
儿　

儿　

☎　

儿　

儿
０

１５

１４

０４２

３８６

２
９
４
）
へ
。

 　

市
で
は
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
活

用
方
法
や
協
力
店
マ
ッ
プ
を
掲
載

し
た
冊
子
を
作
成
し
ま
す
。

　

協
力
店
は
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
申
込
方
法
等
詳
し
く

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
り
ん
く
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
り
ん
く
へ

ル
プ
カ
ー
ド
事
業
担
当
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
６
６
）
、
自
立
生
活
支

３８７援
課
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
８
）

０４２

３８７

 
と　

き　

８
月
７
日
（
金
）
午
後

６
時　

分
～
８
時

３０

と
こ
ろ　

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ

ー
ル
Ａ
会
議
室

内　

容　

計
画
相
談
支
援
事
業
の

説
明
、
個
別
相
談
会
等

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

４０

問
合
先　

障
害
者
地
域
自
立
生
活

へ
ル
プ
カ
ー
ド
ス
テ
ッ
カ
ー

掲
示
協
力
店
を
募
集
中

障
が
い
の
あ
る
方
の
計
画
相

談
支
援
事
業
説
明
会
を
開
催

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
８

０４２

３８１

８
１
１
）

 
【
①
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
】

　

８
月
期
分
＝
４
～
７
月
分

【
②
特
別
障
害
者
手
当
等
】

　

８
月
期
分
＝
５
～
７
月
分

【
③
児
童
扶
養
手
当
】

　

８
月
期
分
＝
４
～
７
月
分

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

振
込
日　

８
月　

日
（
月
）

１０

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

▽
振
込
日
以
降
、
７
日
を
過
ぎ

て
も
振
り
込
ま
れ
な
い
場
合　

▽

口
座
や
住
所
ま
た
は
氏
名
を
変
更

し
た
場
合　

▽
施
設
に
入
所
し
た

場
合　

▽
障
が
い
の
程
度
が
変
わ

っ
た
場
合
（
①
）
▽
病
院
等
に
３

か
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
場

合
（
②
）

問
合
先　

①
②
自
立
生
活
支
援
課

障
害
福
祉
係
（
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

４
２
）
③
子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

各
種
手
当
の
支
給

①　
児
童
扶
養
手
当

②　
ひ
と
り
親
家
庭
等 

　

医
療
費
助
成

　

次
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
児
童

（　

歳
に
達
し
た
年
度
の
末
日
、

１８
中
級
程
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る

と
き
は　

歳
未
満
）
を
養
育
す
る

２０

家
庭

　

▽
父
母
が
離
婚　

▽
父
ま
た
は

母
が
死
亡　

▽
父
ま
た
は
母
が
重

度
の
障
が
い
を
有
す
る　

▽
父
ま

た
は
母
が
生
死
不
明　

▽
父
ま
た

は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る　

▽
母
が
未
婚
で
父
が
い
な
い

▽
父
ま
た
は
母
が
保
護
命
令
を
受

け
て
い
る　

▽
父
ま
た
は
母
が
１

年
以
上
拘
禁

受
付
期
間　

８
月
３
日
（
月
）
～

　

日
（
月
）

３１

③　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

次
の　

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養

２０

し
て
い
る
父
、
母
ま
た
は
養
育
者

　

▽
精
神
の
発
達
が
遅
滞
し
て
い

る
児
童
（
お
お
む
ね
愛
の
手
帳
１

～
３
度
）
▽
身
体
に
重
度
お
よ
び

中
度
の
障
が
い
を
有
す
る
児
童

（
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１

～
３
級
）

受
付
期
間　

８
月　

日
（
火
）
～

１１

９
月　

日
（
木
）

１０
④
儿
１　
特
別
障
害
者
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障

が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
程
度
の
状
態
に
あ
る　

歳
以
上

２０

の
方
（
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手

帳
１
・
２
級
、
愛
の
手
帳
１
・
２

度
で
、
重
複
の
障
が
い
を
有
す
る

方
、
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
疾

病
、
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
）

受
付
期
間　

８
月　

日
（
火
）
～

１１

９
月　

日
（
木
）

１０
④
儿
２　
障
害
児
福
祉
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障

が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
程
度

の
状
態
に
あ
る　

歳
未
満
の
児
童

２０

（
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
お
よ
び
２
級
の
一
部
、
愛
の
手

帳
１
度
お
よ
び
２
度
の
一
部
、
ま

た
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
疾
病
、
精

神
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
）

受
付
期
間　

８
月　

日
（
火
）
～

１１

９
月　

日
（
木
）

１０
④
儿
３　
福
祉
手
当 

　
　
　
　
（
経
過
措
置
）

　

昭
和　

年
３
月　

日
現
在
、
福

６１

３１

祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

受
付
期
間　

８
月　

日
（
火
）
～

１１

９
月　

日
（
木
）

１０
⑤　
重
度
心
身
障
害
者
手
当

　

心
身
に
障
が
い
が
あ
り
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
（　

歳
６５

以
上
の
新
規
申
請
を
除
く
）

　

▽
重
度
の
知
的
障
が
い
で
、
介

護
者
が
目
が
離
せ
ず
特
別
な
配
慮

が
必
要
な
方　

▽
重
度
の
知
的
障

が
い
と
重
度
の
身
体
障
が
い
が
重

複
し
て
い
る
方　

▽
重
度
の
肢
体

不
自
由
で
両
上
下
肢
の
機
能
が
全

廃
し
、
座
位
を
保
つ
こ
と
が
困
難

な
方

受
付
期
限　

８
月　

日
（
月
）

３１

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
等
、
重
度
心
身
障
害
者
手
当
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
な
ど
を
受
け
て
い

る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
付
期
間
中
に
、
忘
れ
ず

に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
と
、
８
月
以
降
（
重
度

心
身
障
害
者
手
当
は　

月
以
降
）
の
手
当
を
受
け

１０

ら
れ
ず
、
来
年
分
の
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
証

も
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
況
届
の
ご
案
内
は
受
給
者
に
郵
送
し

ま
し
た
の
で
、
届
か
な
い
方
は
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
手
当
等
の
受
給
要
件
に

該
当
し
、
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
受
給
要
件
（
所
得
制
限
限
度
額
）

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
医
療
費
控
除

等
各
種
控
除
を
所
得
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

% %%%%%%%%%%%

各
種
手
当
等
を
受
け
て
い
る
方

各
種
手
当
等
を
受
け
て
い
る
方
へへ

現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず

現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
にに

① 児童扶養手当
配偶者扶
養義務者

受給者本人扶養親族
等の数 一部支給全部支給

２３６万円１９２万円　１９万円０人
２７４万円２３０万円　５７万円１人
３１２万円２６８万円　９５万円２人
３５０万円３０６万円１３３万円３人
３８８万円３４４万円１７１万円４人
４２６万円３８２万円２０９万円５人

② ひとり親家庭等医療費助成
配偶者

扶養義務者本　人扶養親族
等の数

２３６万円１９２万円０人
２７４万円２３０万円１人
３１２万円２６８万円２人
３５０万円３０６万円３人
３８８万円３４４万円４人
４２６万円３８２万円５人

③ 特別児童扶養手当
配偶者

扶養義務者本　人扶養親族
等の数

６２８万７千円４５９万６千円０人
６５３万６千円４９７万６千円１人
６７４万９千円５３５万６千円２人
６９６万２千円５７３万６千円３人
７１７万５千円６１１万６千円４人
７３８万８千円６４９万６千円５人

④ 特別障害者手当等
配偶者

扶養義務者本　人扶養親族
等の数

６２８万７千円３６０万４千円０人
６５３万６千円３９８万４千円１人
６７４万９千円４３６万４千円２人
６９６万２千円４７４万４千円３人
７１７万５千円５１２万４千円４人
７３８万８千円５５０万４千円５人

⑤ 重度心身障害者手当
本　人

（２０歳未満は扶養義務者）
扶養親族
等の数

３６０万４千円０人
３９８万４千円１人
４３６万４千円２人
４７４万４千円３人
５１２万４千円４人
５５０万４千円５人

問
合
先　

①
②
＝
子
育
て
支
援

課
手
当
助
成
係
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
３
９
）
、
③
④
⑤
＝
自
立

生
活
支
援
課
障
害
福
祉
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
４
２
）

０４２

３８７

!

#

"

$

%%%%%%%

%%%%%%%

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

高
齢
者
虐
待

高
齢
者
虐
待
をを

防
止
し
ま
し
ょ

防
止
し
ま
し
ょ
うう
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赤
ち
ゃ
ん
の
肌
は 

デ
リ
ケ
ー
ト（
前
編
）

　

赤
ち
ゃ
ん
は
大
人
を
た
だ
小

さ
く
し
た
だ
け
の
存
在
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
特
に
皮
膚
は
年
齢

に
よ
る
差
が
大
き
く
マ
マ
た
ち

は
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
夏
は
強
敵
多
し
！
子
供
の

肌
の
特
徴
と
夏
に
な
り
や
す
い

病
気
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

①
汗
を
か
き
や
す
い　

汗
を
作

る
汗
腺
の
数
は
、
生
ま
れ
て
か

ら
大
人
に
な
る
ま
で
変
わ
り
ま

せ
ん
。
小
さ
い
体
で
大
人
と
同

じ
数
な
ん
て
、
だ
か
ら
汗
を
か

き
や
す
い
の
で
す
ね
。
汗
は
体

温
の
調
節
に
大
切
な
役
割
を
し

て
い
ま
す
。
で
も
汗
を
か
き
す

ぎ
て
、
汗
で
汗
の
管
が
詰
ま
る

と
、
す
ぐ
あ
せ
も
が
で
き
て
し

ま
い
ま
す
。
首
筋
や
わ
き
の

下
、
マ
マ
と
密
着
す
る
お 
腹 
、

な
か

お
む
つ
の
縁
に
で
き
ま
す
。
一

日
に
一
回
は
お 
風  
呂 
に
入
れ
て

ふ 

ろ

 
石  
鹸 
で
よ
く
洗
い
、
汗
を
か
い

せ
っ 
け
ん

た
ら
日
中
に
シ
ャ
ワ
ー
を
し
て

体
を
冷
や
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
汗
の
成
分
で
あ
る

塩
分
な
ど
を 
拭 
く
た
め
に 
濡 
れ

ふ 

ぬ

た
ガ
ー
ゼ
な
ど
で
拭
い
て
く
だ

さ
い
ね
。
室
内
の
温
度
は　

度
２６

か
ら　

度
が
望
ま
し
く
都
会
で

２８

は
ク
ー
ラ
ー
に
頼
ら
な
い
わ
け

に
い
き
ま
せ
ん
。

②
虫
刺
さ
れ
に
弱
い　

暑
い
日

中
を
避
け
て
夕
方
に
散
歩
す

る
。
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
問
題
は
散

歩
に
ち
ょ
う
ど
良
い
公
園
や
緑

地
に
は
虫
が
多
く
、
肌
を
出
し

て
行
く
と
虫
に
刺
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
刺
さ
れ
て
、
か
ゆ
が

っ
た
ら
冷
や
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
ね
。
赤
ち
ゃ
ん
は
、
大
人

と
違
い
刺
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
大

き
く 
腫 
れ
て
し
ま
っ
た
り
し

は

て
、
な
か
な
か
治
ら
な
い
た
め

に
、
か
ゆ
く
て 
掻 
い
て
し
ま
い

か

皮
膚
が
は
げ
て
そ
こ
に
細
菌
が

付
き
ト
ビ
ヒ
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ト
ビ
ヒ
は
痛
い
し
、

刺
さ
れ
た
と
こ
ろ
以
外
に
も
広

が
り
、
他
の
人
に
も
う
つ
り
ま

す
。
ま
た
、
大
き
く
腫
れ
た
時

に
は
虫
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
赤
ち

ゃ
ん
が
不
快
そ
う
に
し
て
い
た

ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
予
防
の
た
め
に
お
出
掛
け

の
時
は
長
袖
長
ズ
ボ
ン
で
肌
が

露
出
す
る
部
分
を
少
な
く
し

て
、
親
子
と
も
ど
も
防
虫
ス
プ

レ
ー
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
９
月
１
日
号
に
続
く
。
）

　

小
金
井
市
医
師
会

岡
村　

理
栄
子

東
京
都
・
母
と
子
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
５
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１０日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

と　

き　

９
月
５
日
～　

月　

日

１０

１０

の
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

（
全
６
回
）

と
こ
ろ　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

１８

で
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
方

定　

員　

６
人
（
多
数
抽
選
。
初

め
て
の
方
を
優
先
）

申　

込　

８
月　

日
ま
で
の
午
前

２２

９
時
～
午
後
７
時
（
土
曜
日
は
午

後
５
時
ま
で
。
日
曜
日
を
除
く
）

に
、
直
接
、
障
害
者
地
域
自
立
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
１
階
☎　

儿　

儿
８
８

０４２

３８１

１
１
）
へ
。

せ
ん
。

　

▽
現
在
授
乳
中
、
妊
娠
中
、
断

乳
後
６
か
月
以
内
の
方　

▽
乳
房

疾
患
で
治
療
中
、
経
過
観
察
中
ま

た
は
手
術
後
の
方　

▽
ま
っ
す
ぐ

に
立
つ
こ
と
が
難
し
い
方　

▽
心

臓
に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し

て
い
る
方　

▽
豊
胸
手
術
を
し
た

方定　

員　

①　

人
②　

人
（
い
ず

２５０

１００

れ
も
多
数
抽
選
）

費　

用　

２
千
円（
受
診
時
納
入
）

※ 

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生

活
保
護
受
給
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

受
診
時
に
、
健
康
保
険

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
①
は

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
女
性
で
す
。

申　

込　

８
月　

日
（
必
着
）
ま

１２

で
に
、
郵
送
（
１
人
１
通
）
で

「
乳
が
ん
検
診
希
望
」
・
希
望
医

療
機
関
名
（
①
②
の
い
ず
れ

か
）
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
健
康
課
（
〒　

儿
０
０

１８４

１
５
貫
井
北
町
５
儿　

儿　

）へ
。

１８

１８

 　

脳
こ
う
そ
く
と
脳
出
血
を
中
心

に
脳
血
管
障
害
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

と　

き　

９
月　

日
（
木
）
午
後

１０

１
時　

分
～
３
時

３０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
５
階

講　

師　

小
林
久
滋
さ
ん
（
市
医

師
会
会
員
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

申　

込　

８
月
３
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　
　

月
１
日
（
木
）
～　

１０

１２

健
康
講
演
会

脳
血
管
疾
患
に
つ
い
て

子
宮
が
ん
検
診

月　

日
（
月
）

２８
と
こ
ろ　

市
内
契
約
７
医
療
機

関
、
国
分
寺
市
契
約
５
医
療
機
関

対　

象　

平
成　

年
３
月　

日
現

２８

３１

在　

歳
以
上
の
女
性
で
、
平
成　

２０

２６

年
４
月
以
降
、
市
の
子
宮
が
ん
検

診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３００

費　

用　

無
料

申　

込　

８
月　

日
（
必
着
）
ま

１２

で
に
、
郵
送
（
１
人
１
通
）
で

「
子
宮
が
ん
検
診
希
望
」
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
健

康
課
（
〒　

儿
０
０
１
５
貫
井
北

１８４

町
５
儿　

儿　

）
へ
。

１８

１８

 　

糖
尿
病
は
ど
う
し
て
な
る
の

か
、
正
し
い
情
報
と
予
防
の
た
め

に
大
切
な
食
生
活
と
運
動
に
つ
い

て
、
毎
日
の
生
活
に
生
か
せ
る
具

体
的
な
方
法
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

９
月
８
日
（
火
）
、　
１４

日
（
月
）
午
後
１
時　

分
～
４
時

３０

　

分
（
全
２
回
）

３０と
こ
ろ　

福
祉
会
館

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

申　

込　

８
月
３
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

９
月
７
日
（
月
）
午
後

１
時
か
ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１

１５

時　

分
か
ら（
終
了
は
３
時
ご
ろ
）

３０
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

妊
婦
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

８
月
３
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

９
月
３
日
～　

日
の
毎

１７

週
木
曜
日
午
前
９
時
か
ら
（
受
け

付
け
は
９
時　

分
ま
で
）

１５

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

歯
磨
き
練
習
、
栄
養
講

話
な
ど

※　

む
し
歯
予
防
教
室
受
講
後
、

糖
尿
病
予
防
教
室

妊
婦
歯
科
健
診

む
し
歯
予
防
教
室

希
望
者
は
引
き
続
き
歯
科
健
診

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
終
了
は　

時　

分
ご
ろ
）

１１

３０

対　

象　

平
成　

年
２
月
生
ま
れ

２５

（
２
歳
６
か
月
）
～　

年
８
月
生

２６

ま
れ
（
１
歳
）
の
幼
児

※　

転
入
等
で
対
象
年
齢
を
過
ぎ

て
い
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

定　

員　

各
日　

人
（
申
込
順
）

１２

申　

込　

８
月
３
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

９
月　

日
（
木
）
午
後

１０

１
時　

分
～
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

内　

容　

管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
講
義
、
試
食
な
ど

対　

象　

お
お
む
ね
８
～　

か
月

１１

児
の
保
護
者

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１８

離
乳
食
教
室

３
回
食
へ
の
進
め
方

そ
の
他　

母
子
同
室
で
す
。
子
ど

も
連
れ
の
方
は
、
申
込
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

申　

込　

８
月
３
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

  
と　

き　

８
月　

日
（
土
）
、
９

２９

月
５
日
（
土
）
午
前　

時
～
午
後

１０

１
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

妊
娠
、
出
産
、
育
児
の

話
、
妊
婦
体
操
、
も
く
浴
実
習
等

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

両
親
学
級
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ス

（
土
曜
日
２
日
間
コ
ー
ス
）

就
労
妊
婦
と
パ
ー
ト
ナ
ー
（
妊
婦

１
人
で
の
参
加
も
可
）

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

２４

申　

込　

８
月
３
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

と
き
・
費
用
等　

左
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
中
町
会
議
室
（
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
所
内
）

講　

師　

同
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン

班対　

象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の

５５

方定　

員　

各
５
人
（
申
込
順
）

そ
の
他　

▽
希
望
者
が
２
人
以
下

の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
▽
希
望

者
が
定
員
を
超
え
た
コ
ー
ス
で

も
、
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み
で
参
加

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申　

込　

８
月
３
日
～
開
催
日
の

３
日
前
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
希
望
コ
ー
ス
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
を
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８３

６
１
４
１ 
　

儿　

儿
６
２
４

０４２

３８５

１
）
へ
。

FAX

費用（教材費含む）講習時間日　程講習名

５,３６０円９：００〜
１２：００

８／１９（水）、
２６（水）

Excelで絵
を描いてみ
よう

９／１１（金）、
１８（金）

写真の動画
化とアルバ
ム作り

１,０３０円／時間
（教材費は別途
実費）

相談して決定します。
個人教室
訪問レッス
ン

月４,２００円１３：００〜
１６：００

毎月第２、４
週の２回（火
曜・木曜・土
曜・日曜日の
いずれか）

ＣｏＣｏサロ
ン（パソコ
ン趣味の講
座）

無　料１３：００〜
１５：００

毎週月曜日
（祝日を除く）相談室

※　パソコンはWindows7、Office2010を使用しますが、
詳細はご相談ください。

パ
ソ
コ
ン
教
室

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

障
害
者
地
域
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

〈　

〜　

歳
の
方
〉

２５

３９

　

視
診
・
触
診
に
よ
る
検
査
を
行

い
ま
す
。

と　

き　
　

月
１
日
（
木
）
～　

１０

１１

月　

日
（
月
）

３０
と
こ
ろ　

市
内
契
約
８
医
療
機
関

対　

象　

平
成　

年
３
月　

日
現

２８

３１

在　

～　

歳
の
女
性
の
方

２５

３９

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２００

費　

用　

無
料

申　

込　

８
月　

日
（
必
着
）
ま

１２

で
に
、
郵
送
（
１
人
１
通
）
で

「
乳
が
ん
検
診
視
触
診
希
望
」
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

健
康
課
（
〒　

儿
０
０
１
５
貫
井

１８４

北
町
５
儿　

儿　

）
へ
。

１８

１８

〈　

歳
以
上
の
方
〉

４０

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
視

診
・
触
診
の
併
用
検
査
で
す
。

と　

き　

①　

月
２
日
（
金
）
～

１０

７
日
（
水
）
午
前
９
時
～　

時　
１１

３０

分
、
午
後
１
時
～
３
時　

分
（
４

３０

日
を
除
く
）
②　

月
２
日
～　

月

１０

１２

　

日
の
火
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
の

１８午
後

※　

②
は
申
し
込
み
後
、
市
が
指

定
し
た
日
時
に
病
院
へ
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

①
保
健
セ
ン
タ
ー
②
桜

町
病
院

対　

象　

平
成　

年
３
月　

日
現

２８

３１

在　

歳
以
上
の
女
性
で
、
平
成　

４０

２６

年
４
月
以
降
に
受
診
し
て
い
な
い

方
　

な
お
、
次
の
方
は
受
診
で
き
ま

乳
が
ん
検

乳
が
ん
検
診診
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「わたしの青春時「わたしの青春時代代」」

夏の作文　７〜９面

60歳代

私
が
中
学
の
音
楽
教
師
だ
っ
た 
頃 ころ中

村
良
子
さ
ん

　
　

年
前
、
私
は
三
カ
月
限
定
の

４０
産
休
代
員
と
し
て
岡
山
市
郊
外
に

あ
る 
御  
津 
中
学
と
い
う
と
こ
ろ
で

み 

つ

音
楽
科
教
師
を
し
て
い
た
。
一
年

生
か
ら
三
年
生
ま
で
の
音
楽
を
担

当
。
ま
ず
普
通
教
室
か
ら
移
動
す

る
音
楽
室
の
席
は
好
き
な
所
に
座

っ
て
も
ら
っ
た
。
他
教
科
と
は
違

う
楽
し
い
時
間
に
し
た
か
っ
た
。

　

当
時
は
長
い
髪
だ
っ
た
私
を
授

業
中
に
ス
ケ
ッ
チ
す
る
生
徒
、
追

い
か
け
ら
れ
て
放
課
後
の
音
楽
室

に
逃
げ
込
ん
で
く
る
生
徒
、
ピ
ア

ノ
伴
奏
を
頼
ん
で
い
た
生
徒
の
母

親
が
菓
子
折
を
持
っ
て 
我 
が
家
を

わ

訪
問
。
高
校
か
ら
音
楽
コ
ー
ス
の

あ
る
学
校
に
進
学
さ
せ
る
方
が
良

い
で
し
ょ
う
か

儿
。
お
願
い
の

菓
子
折
は
生
ま
れ
て
初
め
て
の

事
。
ち
ょ
っ
と 
嬉 
し
か
っ
た
。

う
れ

　

期
末
テ
ス
ト
で
は
、
言
わ
ゆ
る

成
績
の
良
い
子
と
成
績
の
良
く
な

い
子
が
音
楽
科
で
も
他
の
教
科
と

同
様
な
結
果
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ

と
を
予
測
。
感
性
に
訴
え
る
方
法

を
考
え
た
。
テ
ス
ト
の
半
分
は
教

科
書
よ
り
出
題
、
後
の
半
分
は
レ

コ
ー
ド
を
か
け
て
感
想
を
書
か
せ

た
。
ま
た
、
み
ん
な
の
前
で
歌
う

の
が
苦
手
な
生
徒
に
は
準
備
室
で

歌
っ
て
も
ら
い
、
た
と
え
小
さ
な

声
で
も
意
欲
を
評
価
し
た
。
結
果

は
上
々
。　

点
の
子
が　

点
に
、

１００

８０

　

点
の
子
が　

点
に
な
る
。

３０

５０

　

地
域
で
音
楽
会
を
や
る
こ
と
に

な
っ
た
。
生
徒
に
呼
び
か
け
て 
俄 

に
わ
か

 
仕  
立 
て
の
合
唱
部
を
作
っ
た
。
元

じ 

た

気
の
な
い
子
に
表
情
が
出
て
く

る
。
○
○
さ
ん
、
輝
い
て
る
わ
よ

と
声
を
か
け
る
。
当
日
は
不
慣
れ

も
あ
り
声
が
前
に
出
て
い
な
か
っ

た
と
後
で
聞
く
。
そ
れ
で
も
み
ん

な
で
ト
ラ
イ
で
き
た
し
、
合
唱
の

楽
し
さ
は
わ
か
っ
て
く
れ
た
と
思

う
。

　

儿
実
に
、
青
春
ド
ラ
マ
の
よ

う
な
日
々
だ
っ
た
。

50歳代

寝
台
特
急
に
魅
せ
ら
れ
て

山
本
浩
人
さ
ん

　

山
口
百
恵
が
歌
う
「
い
い
日
旅

立
ち
」
が
国
鉄
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

歌
と
し
て
ヒ
ッ
ト
し
て
い
た 
頃 
、

こ
ろ

私
も
鉄
道
を
使
っ
て
日
本
中
を
巡

る
旅
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。
今

で
言
う
「
乗
り
鉄
」
の
は
し
り
で

あ
る
。

　

当
時
私
は
大
学
生
で
、
塾
講
師

の
ア
ル
バ
イ
ト
代
を
貯
め
て
旅
に

出
か
け
て
い
た
。
塾
で
は
社
会
科

を
担
当
し
、
地
理
の
授
業
で
は
旅

行
体
験
か
ら
得
ら
れ
た
リ
ア
ル
な

話
ば
か
り
を
し
て
い
た
よ
う
に
思

う
。
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
ア
ル

バ
イ
ト
だ
っ
た
。

　

大
学
一
年
の
二
月
、
サ
ー
ク
ル

の
合
宿
で
、
初
め
て
北
海
道
を
旅

行
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
上
野

を
十
九
時
頃
に
出
る
夜
行
急
行
で

青
森
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
青
函

連
絡
船
で
道
内
入
り
す
る
旅
程
だ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
日
に
塾

の
ア
ル
バ
イ
ト
が
あ
っ
て
ど
う
し

て
も
そ
の
夜
行
急
行
に
間
に
合
わ

な
い 
為 
、
一
人
別
行
動
を
と
っ

た
め

た
。
二
十
二
時
頃
に
上
野
を
出
る

寝
台
特
急
で
あ
と
を
追
い
か
け

た
。
そ
し
て
青
森
駅
で
寝
不
足
気

味
の
仲
間
と
合
流
し
連
絡
船
に
乗

船
し
た
。
夜
行
急
行
は
堅
い
座
席

の
四
人
掛
け
に
対
し
寝
台
特
急
は

三
段
式
と
は
い
え
体
を
横
た
え
て

眠
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
差
は

大
き
く
、
先
発
し
た
先
輩
か
ら
嫌

味
を
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出

す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
き
っ
か
け

で
寝
台
特
急
と
北
海
道
を
好
き
に

な
り
、
幾
度
と
な
く
出
か
け
て
い

る
。

　

五
年
前
の
夏
、
家
族
で
寝
台
特

急
を
利
用
し
て
北
海
道
旅
行
を
し

た
。
北
海
道
新
幹
線
が
開
業
す
る

と
廃
止
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、

こ
の
時
ば
か
り
は
上
野
か
ら
札
幌

ま
で
十
七
時
間
を
眠
ら
ず
に
過
ご

し
た
。

70歳代

今
が
一
番

慶
長
政
さ
ん

　

年
を
重
ね
て
七
十
二
年
私
の
青

春
今
が 
真 
っ 
只 
中
。
働
く
事
の
よ

ま 

た
だ

ろ
こ
び
を
今
さ
ら
な
が
ら
感
じ
て

い
ま
す
。

　

若
い
時
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た

人
生
っ
て
素
晴
ら
し
い
っ
て
。

　

出
会
い
あ
り
別
れ
が
あ
り
、
泣

い
た
り
笑
っ
た
り
怒
っ
た
り
、
苦

し
い
事
の
方
が
多
か
っ
た 
様 
な
気

よ
う

も
す
る
け
れ
ど
そ
れ
も
こ
れ
も
生

き
て
い
く
上
で
の
糧
に
な
る
、
明

日
の
事
は
明
日
に
な
ら
な
い
と 
解 わか

ら
な
い
、
明
日
は
明
日
の
風
が
吹

く
、
今
日
を
大
切
に
、
今
を
大
事

に
、
そ
う
す
れ
ば 
御 
飯
が
お
い
し

ご

い
！

60歳代

歩
の
こ
こ
ろ

金
場
茂
雄
さ
ん

　

昭
和　

年
代
職
場
の
お
昼
休
み

４０

時
間
は
将
棋
ゲ
ー
ム
の
花
盛
り
だ

っ
た
。
ハ
サ
ミ
・
回
り
将
棋
は
知

っ
て
い
た
が
本
将
棋
は
全
く
知
ら

な
か
っ
た
。
先
輩
に
手
ほ
ど
き
を

お
願
い
し
た
。
当
時
の
流
行
二
大

戦
法
は
王
様
側
近
に
金
銀
４
枚
配

置
さ
せ
た
総
矢
倉
戦
。 
中  
 々
勝
負

な
か 
な
か

付
か
ず
時
間
切
れ
引
き
分
け
が
多

か
っ
た
。

　

も
う
一
方
は
飛
車
と
銀
で
速
攻

の
原
始
中
飛
車
戦
法
。　

分 
位 
で

く
ら
い

２０

勝
負
が
付
く
場
合
が
多
い
。
先
輩

は
こ
の
戦
法
が
大
好
き
で
私
は
毎

日
負
け
続
け
て
い
た
。

　

一
念
発
起
し
て
書
店
で
中
原
誠

名
人
著
書
「
将
棋
シ
リ
ー
ズ
」
全

　

冊
セ
ッ
ト
購
入
し
勉
強
し
ま
し

１０た
。
そ
の
中
に
歩
で
中
飛
車
側
の

攻
撃
を
く
い
止
め
居
飛
車
側
が
優

位
に
な
る
手
筋
発
見
し
た
。
そ
れ

を
先
輩
に
試
し
た 
処 
う
ま
く
指
せ

と
こ
ろ

て
初
勝
利
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来

先
輩
と
の
対
局
は
な
く
な
り
ま
し

た
。
将
棋
の
歩
は
一
番
値
い
が
低

く
軽
く
み
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
大

き
な
力
を
秘
め
て
い
る
事
に
気
付

き
ま
し
た
。

　

超
初
心
者
で
会
社
の
将
棋
部
に

入
部
。
業
界
の
大
会
、
日
本
武
道

館
で
の
職
団
戦
、
名
人
戦
現
地
観

戦
、
都
内
将
棋
ク
ラ
ブ
通
い
等
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。

　

現
在
所
属
し
て
い
る
小
金
井
棋

友
会
か
ら
貫
井
南
児
童
館
で
行
わ

れ
て
い
る
「
将
棋
に
挑
戦
」
に
参

加
し
て
い
る
。
将
棋
を
全
く
知
ら

な
い
児
童 
達 
に
将
棋
の
楽
し
さ
を

た
ち

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
主
眼
に
置

く
。

　

館
長
も
参
加
さ
れ
レ
ベ
ル 
毎 
に

ご
と

内
容
を
吟
味
。

　

児
童
達
の
理
解
力
・
構
想
力
の

著
し
い
進
歩
に
感
心
さ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
中
か
ら
将
棋
多
摩

名
人
の
誕
生
を
願
っ
て
い
る
。

70歳代

わ
た
し
の
青
春
時
代

中
山
美
子
さ
ん

　

私
の
青
春
時
代
は
、
洋
画
に
明

け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
と 
云 い

う
の
も
、
東
京
に
住
む
彼
か
ら
、

新
し
い
洋
画
の
情
報
が
入
る
と
、

す
ぐ
に
観
た
く
な
っ
て
、
日
曜
日

と
も
な
る
と
、
毎
週
の 
様 
に
、
封

よ
う

切
館
の
あ
る
Ｓ
市
ま
で
、
バ
ス
で

一
時
間 
程 
か
け
て
、
出
掛
け
二
本

ほ
ど

立
て
の
映
画
館
を
、
二
館
掛
け
持

っ
て
、
四
本
の
外
国
映
画
を
観

て
、
満
ち
足
り
た
気
分
で
帰
っ
て

来
ま
し
た
。
米
、
仏
、
伊
、
独
、

英
、
露
、
と
そ
の
時
に
よ
っ
て
組

み
合
わ
せ
は
変
わ
り
ま
す
が
、
幸

い
字
幕
に
助
け
ら
れ
て
、
混
乱
す

る
事
も
な
く
楽
し
め
ま
し
た
。
そ

の
彼
と
結
婚
し
て
、
は
じ
め
て
二

人
で
一
緒
に
観
た
映
画
は
、
ア
ラ

ン
・
ド
ロ
ン
主
演
の
、
太
陽
が
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
五
十
数
年
前
の

こ
と
に
な
り
ま
す
。

90歳代

わ
た
し
の
青
春
時
代

矢
島
政
子
さ
ん

　

敗
戦
の
日
、
二
十
歳
の
私
は
た

だ 
嬉 
し
か
っ
た
。 
誰 
に
も
命
令
さ

う
れ 

だ
れ

れ
ず
自
由
に
生
き
て
良
い
の
だ

と
。
食
糧
は
乏
し
か
っ
た
け
れ
ど

心
は
の
び
〳
〵
と
豊
か
に
な
る
の

を
感
じ
た
。
モ
ン
ペ
を
脱
ぎ
、
焼

け
残
り
の
布
で
服
作
り
。
五
十
代

の
母
を
い
た
わ
り
妹
と
家
事
を
分

担
し
、
洋
裁
や
料
理
講
習
を
頼
ま

れ
、
一
方
、
読
書
会
、
キ
ャ
ン
プ

に
も
参
加
し
、
フ
ァ
イ
ア
ー
を
囲

ん
で
歌
っ
た
り
も
し
た
。
種
々
の

講
座
に
通
い
新
し
い
勉
強
な
ど
、

初
め
て
の
少
し
勇
気
の
要
る
楽
し

い
事
が
い
っ
ぱ
い 
有 
り
、
日
々
が

あ

忙
し
く
充
実
し
て
い
た
。
生
涯
の

伴 
侶 
に
め
ぐ
り
合
え
、
考
え
を
深

り
ょ

め
ら
れ
た
事
は
最
も
幸
せ
な
事
で

あ
っ
た
。
た
と
え
過
労
と
栄
養
失

調
で
肋
膜
炎
や
肺
結
核
に
な
ろ
う

と
も
。
青
春
と
は
、
模
索
の
日
々

で
あ
っ
た
。

80歳代

風
変
り
な
青
春

永
井
孝
子
さ
ん

　

戦
時
中
た
び
重
な
る
空
襲
に
遭

遇
し 
乍 
ら
、
念
願
の
高
等
女
学
校

な
が

に
入
学
し
た
時
、
先
輩
方
は
軍
事

工
場
へ
動
員
さ
れ
て
学
校
に
は 
居 い

ら
れ
ず
低
学
年
の
み
の
淋
し
い
学

び 
舎 
生
活
は
心
細
さ
も
感
じ
て
い

や

ま
し
た
が
、
終
戦
に 
依 
り
秋
か
ら

よ

は
全
員
学
校
に
戻
ら
れ
、
今 
迄 
夢

ま
で

に
見
て
い
た
女
学
校
生
活
が
始
ま

り
ま
し
た
。
つ
い
こ
の
間
迄
工
場

で
働
い
て
い
た
方
々
と
は
思
え
ぬ

 
程 
お
し
と
や
か
で
美
し
い
上
級
生

ほ
どに

誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
し
ば
ら
く
し
て
掲
示
板
に
短
歌

が
は
り
出
さ
れ
、
動
員
中
の
つ
ら

い
体
験
歌
に
心
打
た
れ
、
私
も
戦

時
中
防
空
壕
の
中
で
詠
み 
綴 
っ
た

つ
づ

時
の
事
を
思
い
出
し
、
再
び
短
歌

に
の
め
り
込
み
ま
し
た 
頃 
、 
或 
優

こ
ろ 

あ
る

秀
な
先
輩
の
方
か
ら
達
筆
な
お
手

紙
を 
戴 
き
、
ど
き
ど
き
し
つ
つ
返

い
た
だ

信
し
ま
し
た
こ
と
が 
御 
縁
で
短
歌

ご

を
添
え
た
文
通
が
何
十
年
も
続
き

ま
し
た
。
姉
妹
の
無
か
っ
た
私
を

妹
の 
様 
に 
可  
愛 
が
っ
て 
下 
さ
り
、

よ
う 

か 

わ
い 

く
だ

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
先
輩

が
卒
業
間
近
い
発
表
会
の
時
、
岡

本
綺
堂
作
「
修
善
寺
物
語
」
の
源

頼
家
を
演
じ
ら
れ
た
時
は
役
者
顔

負
け
の
演
技
に
目
を
見
張
り
ま
し

た
。
女
性
だ
け
の
学
び
舎
に
突
然

舞
い
降
り
た
男
装
の
麗
人
に
胸
は

と
き
め
き
、
ま
さ
に
青
春
そ
の
も

の
で
し
た
。
戦
後
の
荒
れ
果
て
た

世
相
の
中
に
ひ
そ
や
か
に
芽
生
え

た
恋
の
花
の 
如 
く
、
乙
女
の
席
は

ご
と

ざ
わ
め
い
て
い
ま
し
た
。

　

平
和
を
知
ら
ず
に
生
き
た
少
女

時
代
は
終
戦
と
共
に
夢
多
き
乙
女

時
代
と
な
り
、
心
の
片
す
み
に
は

青
春
の
灯
を
残
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
七
十
年
が
過
ぎ
た
今

も
こ
の
胸
に
焼
き
つ
い
て
い
ま

す
。
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60歳代

テ
ン
モ
ウ
カ
イ
カ
イ

小
畑
和
裕
さ
ん

　

私
は
、
田
舎
町
の
高
校
で
寮
生

活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
秋
祭
り

が
近
づ
い
た
あ
る
日
、
町
内
会
の

会
長
が
、
寮
長
の
私
を
訪
ね
て
来

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
ど
う
か
助
け
て
ほ
し
い
。
町

内
に
は
若
い
人
が
少
な
く
、
山
車

を
担
ぐ
人
が
足
り
な
く
て
困
っ
て

い
る
。
頼
む
か
ら
協
力
し
て
ほ
し

い
。
」
会
長
は
必
死
に
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。
私
は
他
の
寮
生
と
相
談

の
う
え
、
引
き
受
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
早
め
に
神
社
に
集
合
し

ま
し
た
。
最
初
に
神
主
に
よ
っ
て

祝
詞
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
終
わ

る
と
山
車
の
巡
行
が
始
ま
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
直
前
に
、
神

社
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
お
神
酒

が
、
山
車
を
担
ぐ
者
に
振
る
舞
わ

れ
た
の
で
す
。
お
神
酒
の
事
は
聞

い
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
た

っ
た
１
杯
だ
し
、
興
味
も
あ
り
、

私 
達 
は
一
気
に
飲
み
干
し
、
気
勢

た
ち

を
あ
げ
て
出
発
し
ま
し
た
。
お
祭

り
の
沿
道
は
大
勢
の
見
物
客
で 
溢 あふ

れ
て
い
ま
し
た
。
各
町
内
か
ら
参

加
し
た
山
車
が 
沢  
山 
出
て
い
ま
し

た
く 
さ
ん

た
。
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ

と
掛
け
声
を
あ
げ
て
、
町
内
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。
気
分
は
最
高
で

し
た
。

　

楽
し
か
っ
た
お
祭
り
も
終
わ

り
、
翌
朝
登
校
し
た
私
は
、
担
任

の
教
師
か
ら
呼
び
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
お
祭
り
ご
苦
労
さ
ん
。
疲
れ

た
だ
ろ
う
か
ら
、
寮
長
の 
君 
に
だ

き
み

け
休
暇
を
あ
げ
る
。
た
だ
し
、
事

情
も
よ
く
分
か
る
の
で
こ
の
こ
と

は
学
校
の
記
録
に
は
一
切
残
さ
な

い
よ
。
」
飲
酒
を
理
由
と
す
る
停

学
で
し
た
。
「 
天  
網  
恢  
恢  
疎 
に
し

て
ん 
も
う 
か
い 
か
い 

そ

て
漏
ら
さ
ず
。
」
教
師
は
そ
の
と

き
に
こ
の
言
葉
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

今
か
ら　

年
も
前
の
こ
と
で

５０

す
。

60歳代

高
校
時
代
の
ク
ラ
ス
会

大
久
保
光
男
さ
ん

　

還
暦
を
過
ぎ
た
私
に
と
っ
て
１

番
の
楽
し
み
は
３
年
ご
と
に
開
か

れ
る
高
校
の
ク
ラ
ス
会
だ
。
昭
島

市
に
あ
る
都
立
高
校
で
生
徒
は
武

蔵
野
市
か
ら
桧
原
村
ま
で
全
多
摩

地
域
か
ら
通
学
し
て
い
た
。
ま
た

高
校
生
活
３
年
間
で
ク
ラ
ス
替
え

が
１
度
も
な
く
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の

こ
と
は
よ
く
知
っ
て
い
た
。

　

卒
業
後　

歳
前
後
を
境
に　

年

２０

２５

近
く
も
開
か
れ
ず
、　

歳
を
前
に

５０

し
て
四
半
世
紀
ぶ
り
に
開
か
れ
再

会
で
き
た
。 
嬉 
し
か
っ
た
。
懐
か

う
れ

し
か
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
。　

年
３０

も
昔
の
私
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

た
感
じ
が
し
人
生
で
最
も
輝
い
て

い
た
こ
ろ
の
自
分
を
感
じ
た
。

「
私
の
青
春
時
代
は
高
校
生
活
３

年
間
」
に
間
違
い
な
い
。

　

柔
道
部
の
部
活
は
体
が
疲
れ
夜

寝
床
に
入
れ
ば
す
ぐ
翌
朝
、
よ
ほ

ど
熟
睡
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ

れ
な
り
に
文
学
作
品
も
読
ん
だ

し
、
歴
史
が
好
き
で
一
人
で
奈
良

県
の
明
日
香
村
に
行
き
古
代
史
の

ロ
マ
ン
に
浸
っ
た
り
も
し
た
。
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
と
泊
ま
り
が
け
の
グ

ル
ー
プ
旅
行
も
何
度
か
し
た
。
ク

ラ
ス
の
男
子
の
大
半
が
集
ま
り
地

域
の
集
会
所
で
酒
盛
り
を
し
、
酔

っ
払
っ
て
備
品
を
壊
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
学
生
運
動
の 
真  
似 
事
み

ま 

ね

た
い
な
こ
と
も
多
少
は
し
た
。
良

く
も
悪
く
も
青
春
時
代
の
思
い
出

だ
。

　

そ
の
後
３
年
ご
と
に
ク
ラ
ス
会

は
開
か
れ
昨
年
は
還
暦
の
ク
ラ
ス

会
と
な
っ
た
。
卒
業
後　

年
以
上

４０

過
ぎ
た
が
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
少
し

も
変
わ
ら
な
い
。
私 
達 
は
ク
ラ
ス

た
ち

会
で
か
つ
て
の
青
春
時
代
を
思
い

出
し
、
青
春
時
代
に
帰
る
の
だ
ろ

う
。

70歳代

私
の
青
春
時
代
の
英
語
学
習

松
島
善
治
さ
ん

　

村
の
中
学
校
か
ら
県
立
高
校
に

入
っ
て
英
語
の
授
業
が
始
ま
る

や
、
教
科
書
の
英
語
を 
流  
暢 
に
読

り
ゅ
う 
ち
ょ
う

む
級
友
が
い
る
の
を
見
て
私
は 
愕 がく

然
と
し
ま
し
た
。
こ
の
衝
撃
は
大

き
く
、
私
は
直
ち
に
自
転
車
で
約

１
時
間
か
か
る
登
下
校
の
際
に
英

単
語
帖
を
一
枚
ず
つ
破
い
て
、
暗

記
す
る
事
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
、
教
科
書
の
文
に
あ

る
、
ｒ
ｕ
ｉ
ｎ
と
ｒ
ｕ
ｉ
ｎ
ｓ
と

い
う
単
語
が
同
じ
文
章
の
中
に
あ

る
の
を
見
つ
け
て
、
こ
れ
は
ど
う

違
う
の
で
す
か
と
私
が
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
先
生
は
は
っ
き
り
と
は

わ
か
ら
な
い
の
で
、
「
次
回
ま
で

に
調
べ
て
き
ま
す
」
と
言
っ
て
私

の
発
見
と
発
言
を
褒
め
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
先
生
は
ま
た
、
英
語

が
得
意
と
い
う
の
は
自
慢
に
は
な

り
ま
せ
ん
、
自
慢 
出  
来 
る
の
は
昨

で 

き

日
よ
り
今
日
と
日
々
進
歩
す
る
こ

と
で
す
、
と
英
語
に
無
知
な
私 
共 ども

を
慰
め
、
励
ま
し
て 
下 
さ
っ
た
の

く
だ

は
大
変 
有 
り 
難 
か
っ
た
、
と
今
で

あ 

が
た

は
思
い
ま
す
。

　

後
に
私
は
代
々
木
英
語
学
校
で

英
会
話
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
授
業
が
始
ま
る

と
、
ク
ラ
ス
各
人
の
英
語
力
が
ま

ち
ま
ち
で
、
や
や
話
せ
る
５
人
が

不
服
を
い
い
あ
っ
て
い
る
う
ち

に
、
一
高
校
生
の
家
の
応
接
間
に

月
に
１
度
集
ま
っ
て
皆
で
ワ
イ
ワ

イ
と
英
語
で
話
し
合
う
会
を
持
つ

こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
、
皆
で
ス

キ
ー
や
旅
行
に
行
く
と
か
、
喫
茶

店
に
集
ま
る
と
か
、
グ
ル
ー
プ
が

団
体
で
行
動
す
る
と
き
は
、
全
員

が
英
語
以
外
は
話
さ
な
い
と
い
う

取
り
決
め
を
し
て
い
た
の
で
、
し

ば
し
ば
周
囲
か
ら
は
変
な
目
で
見

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
経
験
な
ど
の
お
陰
で
、

私
は
現
在
外
国
で
比
較
的
自
由
に

英
語
で
講
演
な
ど
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

80歳代

私
の
青
春
時
代

　

谷
吉
敏
子
さ
ん

　

私
の
青
春
時
代
は
青
春
と 
云 
う

い

言
葉
さ
え
聞
こ
え
な
い
忌
ま
わ
し

い
戦
争
に
国
民
が
全
て
狩
り
出
さ

れ
た
時
代
だ
っ
た
。
食
糧
も
乏
し

か
っ
た
。
女
学
校
の
五
年
生
に 
成 な

っ
て 
居 
た
私
は
学
業
は
な
く
報
国

い

隊
と
し
て
軍
需
工
場
で
飛
行
機
の

部
品
を
造
り
鋳
物
の
型
づ
く
り
だ

っ
た
。
卒
業
後
も
専
攻
課
の
名
目

で
学
校
に
籍
を
残
し
工
場
に
通
っ

て
い
た
。
空
襲
も 
段  
 々
と
激
し
く

だ
ん 
だ
ん

な
っ
て
来
て
い
た
が
、
幸
い
に
私

の
通
う
工
場
は
小
さ
な
工
場
だ
っ

た
の
で
う
ま
く
避
け
ら
れ
て
居
た

 
様 
だ
っ
た
。
工
場
の 
直 
ぐ
隣
り
は

よ
う 

す

商
船
学
校
で
あ
る
が
、
毎
日
交
替

で
見
張
り
台
に
立
ち
敵
機
の
来
る

の
を
見
張
っ
た
。
そ
の 
頃 
女
の
子

こ
ろ

も
赤
と
白
の
手
旗
を
持
っ
て
信
号

を
習
っ
て
い
た
。
商
船
学
校
の
生

徒
と
私
の
見
張
り
の
当
番
が
同
じ

ら
し
く
言
葉
通
わ
ぬ
赤
白
の
旗
の

信
号
今
思
え
ば
そ
れ
が
私
の
ち
ょ

っ
ぴ
り
の
青
春
だ
っ
た
の
か
と
思

う
。

　

六
月
六
日
の
夜
突
然
の
空
襲
警

報
飛
び
起
き
た
。
防
空
壕
に
入
る

や
い
な
や
雨
が
降
っ
て
来
た
と
思

っ
た
ら
石
油
の
雨
そ
し
て
焼 
夷 
弾

い

木
造
作
り
の
家
屋
は
一
た
ま
り
も

な
い
。
火
が
燃
え
尽
き
解
除
に
な

り
外
に
出
て 
呆 
然
と
な
り
一
面
燃

ぼ
う

え
か
す
一
つ
な
い
真
白
い
灰
だ
ら

け
。

　

幸
い
祖
父
母
が
田
舎
に
い
た
の

で
、
田
舎
に
帰
り
必
死
で 
鍬 
を
持

く
わ

ち
畑
を
た
が
や
し
た
。
夏
の
暑
い

中
栗
畑
の
草
む
し
り
し
て
い
る
と

 
何  
故 
か
涙
が
止
め
ど
な
く
出
て
来

な 

ぜ

る
。
何
で
こ
ん
な
事
に
な
っ
た
の

か
戦
争
さ
え
な
け
れ
ば
東
京
の
薬

学
で
勉
強
し
て
い
た 
筈 
な
の
に
一

は
ず

体
私
が
何
を
し
た
と
云
う
の
か
。

　

今
の
若
者
が
欲
し
い
ま
ま
、
青

春
を
自
由
を 
謳 
歌
し
て
い
る
事
が

お
う

 
羨 
ま
し
い
。
だ
が
、
一
言
付
け
加

う
ら
やえ

た
い
、
自
由
を
求
め
青
春
を
た

の
し
む
に
は
責
任 
有 
る
事
を
覚
え

あ

て
欲
し
い
。

80歳代

バ
ラ
色
の
青
春

鈴
木
郁
子
さ
ん

　

青
い
山
脈
を
地
で
行
っ
た 
様 
な

よ
う

青
春
時
代
で
し
た
。
私
は
終
戦
の

翌
年
十
二
歳
で
伊
豆
七
島
の
新
島

よ
り
伊
豆
の
下
田
の
知
人
の
家
に

預
け
ら
れ
、
女
学
校
に
入
学
し
ま

し
た
。
戦
後
は
ま
だ
客
船
も
な
く

小
さ
な
漁
船
で
荒
海
を
渡
っ
た
の

で
す
。
翌
年
六
三
制
の
切
り
か
え

で
併
設
中
学
二
年
三
年
と
高
校
に

な
っ
て
か
ら
は
、
男
女
共
学
六
年

間
同
じ
学
校
で
、
勉
強
は
一
年
生

よ
り
三
年
生
男
女
一
緒
の
選
択
制

百
分
授
業
と
戦
後
教
育
の
試
行
錯

誤
の
時
代
で
し
た
。
一
方
あ
ら
ゆ

る
ス
ポ
ー
ツ
に
、
勉
強
に
、
と
す

べ
て
が
楽
し
い
時
代
で
し
た
。
日

焼
け
な
ど
考
え
る
事
な
く
真
っ
黒

に
な
っ
て
グ
ラ
ン
ド
を
か
け
ず
り

 
廻 
り
人
生
一
番
楽
し
く
良
き
時
代

ま
わだ

っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
上
京
二
年
間
の
服
飾
学
校

と
、
そ
の
間
父
に 
云 
わ
れ
る
ま
ま

い

に
見
合
結
婚
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
の
試
練
は
大
変
な
も
の
で
し
た

が
楽
し
い
青
春
時
代
が
あ
っ
た
か

ら
ど
ん
な
苦
労
に
も
負
け
な
い
で

の
り
こ
え
る
事
が 
出  
来 
ま
し
た
。

で 

き

今
八
十
二
歳
一
人
で
商
売
を
し
て

お
り
ま
す
が
生
涯
現
役
を
通
す
覚

悟
で
す
。

60歳代

山
歩
き
の
日
々

　

泉
富
夫
さ
ん

　

学
生
時
代
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ

ル
部
に
所
属
し
、
山
歩
き
の
日
々

を
過
ご
し
た
。
当
時
は
、
キ
ス
リ

ン
グ
と
い
う
帆
布
で
作
っ
た
横
長

の
ザ
ッ
ク
（
そ
の
形
状
か
ら
『
か

に
族
』
と
言
わ
れ
た
）
を
背
負
い
、

主
に
東
北
の
山
々
を
歩
い
た
。
一

週
間
か
ら
十
日 
位 
を
山
で
過
ご
す

く
ら
い

夏
の
合
宿
で
は
、　

㎏
ぐ
ら
い
の

３０

荷
を
背
負
っ
た
。
初
め
の
登
り
で

は
、
歯
を
食
い
し
ば
り
、
ひ
た
す

ら
足
下
を
見
つ
め
、
汗
だ
く
に
な

っ
て
歩
い
た
。
か
た
わ
ら
の
高
山

植
物
の 
可  
憐 
な
花
、 
湧 
き
出
す
清

か 

れ
ん 

わ

水
、
木
々
を
渡
っ
て
く
る
風
な
ど

が
、
疲
れ
た
体
を
い
や
し
て
く
れ

た
。
３
年
の
夏
は
、
越
後
の
荒
沢

岳
、
中
ノ
岳
、
駒
ケ
岳
を
縦
走
し

た
。
荒
沢
岳
の
岩
場
を
通
過
す
る

の
に
時
間
を
費
や
し
、
猛
暑
だ
っ

た
事
も
あ
り
パ
ー
テ
ィ
の
ペ
ー
ス

が
上
が
ら
ず
、
予
定
し
て
い
た
キ

ャ
ン
プ
地
ま
で
行
け
ず
、
荒
沢
岳

の
山
頂
付
近
に
露
営
し
た
。
満
天

の
星
を
眺
め
眠
っ
た
事
、
翌
朝
草

に
降
り
た
露
を
な
め
な
が
ら
キ
ャ

ン
プ
地
ま
で
歩
い
た
事
な
ど
は
、

　

年
以
上
経
過
し
た
今
で
も
鮮
明

４０に
思
い
出
さ
れ
る
。

　

学
生
時
代
の
山
歩
き
の
体
験
を

通
し
、
大
き
な
自
然
の
中
で
の
人

間
の
ち
っ
ぽ
け
さ
を
感
じ
た
り
、

目
的
に
向
か
っ
て
い
く
自
分
の
が

む
し
ゃ
ら
な
一
面
に
気
づ
い
た

り
、
一
緒
に
パ
ー
テ
ィ
を
組
む
友

の
良
さ
を
発
見
し
た
り
も
で
き

た
。

　

豊
か
に
物
事
を
と
ら
え
、
感
動

し
て
生
き
る
事
が
青
春
の
良
さ
だ

と
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の 
様 よう

な
歩
み
を
し
て
い
き
た
い
。
２
歳

の
孫
か
ら
『
じ
い
じ
』
と
呼
ば
れ

る
私
で
は
あ
る
が
。

80歳代

直
白
な
ズ
ッ
ク
靴

久
島
千
代
子
さ
ん

　

昭
和
十
九
年
女
学
校
四
年
生
、

大
東
亜
戦
争 
酣 
、
私
の
生
活
は
武

た
け
な
わ

運
長
久
を
祈
り
つ
つ
、
千
人
針
を

縫
う
事
、 
寅 
年
の
私
は
年
の
数
だ

と
ら

け
縫
う
事
が 
出  
来 
た
の
で
下
校
時

で 

き

町
角
に 
佇 
む
方
の 
為 
に
年
の
数
だ

た
た
ず 

た
め

け
縫
い
帰
宅
す
る
と
近
隣
の
方
に

頼
ま
れ
た
そ
れ
を
、
一
生
懸
命
縫

っ
た
日
々
で
し
た
。

　
 
軈 
て
昭
和
二
十
年
を
迎
え 
益  
 々

や
が 

ま
す 
ま
す

戦
局
が
は
げ
し
く
な
り
、
私
も
女

子 
挺 
身
隊
と
し
て
、
東
府
中
の
陸

て
い

軍
燃
料
本
部
（
松
根
油
）
を
製
造

し
た
と
こ
ろ
に
勤
務
す
る
事
に
な

り
、
日
々
竹 
槍  
稽  
古  
又 
電
話
番
な

や
り 
け
い 

こ 

ま
た

ど
お
国
の
為
と
一
生
懸
命
の
日
々

を
過
ご
し
て 
参 
り
ま
し
た
。
や
が

ま
い

て
五
月
二
十
五
日
東
京
大
空
襲
に

て 
我 
が
家
は
焼 
夷 
弾
で
焼
け
、
見

わ 

い

渡
す
限
り
の
焼
け
野
原
と
な
り 
唯 ただ

 
 々 
茫 
然
と
し
ト
タ
ン
板
な
ど
集
め

た
だ 
ぼ
う

て
父
が
バ
ラ
ッ
ク
を
作
り
、
そ
こ

か
ら
燃
料
本
部
ま
で
通
勤
し
て
い

ま
し
た
。
や
が
て
あ
の
八
月
十
五

日
を
迎
え
将
校
さ
ん 
達 
が
軍
服
か

た
ち

ら
私
服
に
か
え
、
残
務
整
理
に
忙

し
く
働
き
ま
し
た
。

　

皆
ま
さ
に
青
春
真
っ
盛
り
、
恋

の
華
を
咲
か
せ
た
も
の
で
す
。

　

そ
ん
な 
或 
日
私
に
も
声
を
か
け

あ
る

ら
れ
、
東
府
中
か
ら
あ
て
も
な
く

歩
き
ま
し
た
。

　

私
は
彼
の
話
を
聞
き 
乍 
ら
、
母

な
が

が
病
弱
だ
っ
た
の
で
そ
の
事
で
頭

が 
一  
杯 
で
し
た
。
私
の
二
、
三
歩

い
っ 
ぱ
い

前
を
行
く
彼
の
真
白
な
ズ
ッ
ク
靴

が
空
の
青
さ
に
と
け
こ
み
目
に
し

み
ま
し
た
。
や
が
て
又
八
月
十
五

日
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
が
私
の
青
春
時
代
の
一 
頁 

ペ
ー
ジ

で
す
。

70歳代

残
像

山
室
隆
さ
ん

　

今
か
ら
半
世
紀
以
上
も
昔
高
校

二
年
の
僕
は
、
早
朝
に
牛
乳
配
達

の
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
時
期
が
あ

っ
た
。
そ
の 
頃  
密 
か
な
あ
こ
が
れ

こ
ろ 
ひ
そ

を
抱
い
た
、
年
上
の
ひ
と
と
の
思

い
出
を
書
い
て
み
た
い
。

　

昭
和
三
〇
年
代
半
ば
の
当
時
、

日
本
に
は
ま
だ
あ
ち
こ
ち
に
ア
メ

リ
カ
軍
が
駐
留
し
て
い
て
、
そ
れ

ら
の
基
地
の
街
に
は
ア
メ
リ
カ
兵

と
の
遊
興
を
生
業
と
す
る
多
く
の

人
た
ち
が
い
た
。
当
時
の
世
間
に

は
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
を 
蔑 
む

さ
げ
す

風
潮
も
あ
っ
た
が
、
一
方
で
は
中

級
以
上
の
軍
人
し
か
関
わ
る
こ
と

の
で
き
な
い
、
美
し
い
日
本
人
の

女
性
た
ち
も
存
在
し
た
。

　
「 
今  
日 
は
！
牛
乳
屋
で
す
。
」

こ
ん 
に
ち

僕
は
そ
の
美
し
い
女
性
の
一
人
の

家
に
向
か
っ
て
声
を
張
り
上
げ

る
。
月
に
一
度
の
集
金
日
だ
。

　
「
は
い
。
ど
う
ぞ
お
入
り 
下 
さ

く
だ

い
。
」

　

僕
は
格
子
戸
を
両
手
で
引
い
て

頭
を
下
げ
る
。

　
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
」

　

彼
女
は
博
多
人
形
の
優
美
さ
で

近
づ
く
。 
真 
っ 
直 
ぐ
な
脚
に
ジ
ー

ま 

す

ン
ズ
を
ぴ
っ
た
り
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ

て
。
磨
き
込
ま
れ
た
上
り 
框 
に
音

か
ま
ち

も
無
く
正
座
す
る
と
、
ポ
ニ
ー
テ

ー
ル
を
小
さ
く
揺
ら
し
て
、
僕
に

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
な
が
ら

料
金
を
両
手
で
差
し
出
す
。

　

釣
り
銭
が
要
ら
な
い
よ
う
に
、

新
札
に
き
っ
ち
り
小
銭
を
乗
せ
て

だ
。

　

静
か
に 
微  
笑 
ん
で
い
る
彼
女
を

ほ
ほ 

え

僕
は
見
つ
め
る
。
一
瞬
震
え
に
耐

え
て
。
で
も
そ
こ
ま
で
。

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」

　

心
と
き
め
く
こ
の
儀
式
を
八
回

重
ね
て
僕
は
バ
イ
ト
を
辞
め
た
。

幼
い
ば
か
り
の
自
分
に
負
け
た
の

だ
。
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10歳代

第
一
次
青
春
期

木
村
美
月
さ
ん

　
「
青
春
と
は
何
で
す
か
」と
聞
か

れ
た
ら
、
私
は
「
部
活
で
す
」
と

答
え
る
。

　

私
は
今
中
学
三
年
生
で
、
バ
レ

ー
を
や
っ
て
い
た
。
つ
い
こ
の
間

の
引
退
試
合
で
予
選
で
負
け
た
。

す
ご
く
悔
し
か
っ
た
。
そ
の
日
初

め
て
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
っ
と
バ

レ
ー
を
し
た
い
と
思
え
た
。
今
考

え
れ
ば
と
て
も
不
思
議
な
話
だ
。

な
ぜ
か
と
言
う
と
私 
達 
三
年
の
代

た
ち

は
、
あ
ま
り
仲
が
良
く
な
か
っ
た

た
め
、
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
り
、
試

合
中
険
悪
ム
ー
ド
に
な
る
こ
と
も

多
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
に
は
心
底

バ
レ
ー
部
が
嫌
い
に
な
っ
た
け
れ

ど
、
次
の
日
部
活
に
出
る
と
そ
ん

な
の
は
す
っ
か
り
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
時
私
は
、
な
ん
だ

か
ん
だ
言
っ
て
も
バ
レ
ー
が
好
き

っ
て
こ
と
に
は
変
わ
ら
な
い
と
い

う
こ
と
に
気
付
い
た
。
私
達
は
恵

ま
れ
て
い
た
と
思
う
。
良
い
後
輩

を
も
ち
、
後
輩
に
は 
沢  
山 
迷
惑
を

た
く 
さ
ん

か
け
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
つ
い

て
き
て
く
れ
て
、
三
年
に
な
っ
て

引
退
す
る
ま
で
の
３
ケ
月 
程 
と
て

ほ
ど

も
楽
し
ん
で
部
活
が
で
き
た
。
後

輩
達
や
先
生
な
ど
引
退
試
合
ま
で

私
達
を
応
援
し
て
き
て
く
れ
た
人

が 
居 
た
か
ら
こ
そ
、
私
達
は
最
後

い

の
試
合
で
と
て
も
良
い
プ
レ
ー
が

で
き
た
ん
だ
と
思
う
。
本
当
に
こ

の
チ
ー
ム
で
バ
レ
ー
が
で
き
て
良

か
っ
た
。
応
援
し
て
く
れ
た
す
べ

て
の
人
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

私
は
青
春
と
は
、
そ
の
時
に
一

生
懸
命
頑
張
っ
た
こ
と
だ
と
思

う
。
青
春
は
と
て
も
幅
が
広
い
か

ら
、
一
人
一
人
違
う
と
思
う
。
そ

し
て
青
春
は
一
つ
で
は
な
く
て
こ

の
先
も
続
い
て
い
く
と
思
う
の

で
、
こ
の
先
の
未
来
も
期
待
し
て

生
き
て
行
き
た
い
。

　

母
子
家
庭
で
あ
っ
た
。
夢
も
な

く
複
数
の
仕
事
を
し
た
。
ア
ト
ピ

ー
と
重
病
ぜ
ん
息
で
仕
事
は
つ
づ

か
な
か
っ
た
。
母
の
化
粧
品
の
つ

い
た
お
に
ぎ
り
が
ま
ず
か
っ
た
。

母
が
出
か
け
る
と
一
人
っ
子
の

 
為 
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
家
庭
を
や

た
めり

私
を
育
て
た
。
貧
し
さ
と
は
こ

ん
な
こ
と
と
思
っ
た
。
阿
佐
ヶ
谷

で
間
貸
し
業
を
し
て
い
た
。
ね
ず

み
が
天
井
を
は
う
せ
い
か
つ
で
ア

ト
ピ
ー
や
ぜ
ん
息
に
は
よ
く
な
か

っ
た
。
の
ぞ
み
は
、
高
学
歴
を
つ

け
公
務
員
に
な
り
た
か
っ
た
。
と

に
か
く
勉
強
し
た
。
小
中
に 
余 
り

あ
ま

学
校
に
行
っ
て
な
い
私
は
、
労
力

は
だ
め
、
息
を
吸
う
と
ぜ
ん
め
い

が
し
た
。
高
校
ぐ
ら
い
か
か
ら
が

ぜ
ん
よ
く
な
り
、
高
校
は
成
績
優

秀
で
あ
っ
た
。
ぜ
ん
息
も
治
ま
り

御
茶
ノ
水
で
教
師
に
な
る
本
を
毎

日
さ
が
し
た
。
埼
玉
、
群
馬
、
北

海
道
日
高
地
方
、
千
葉
と
片
っ
ぱ

し
か
ら
教
員
採
用
試
験
を
受
験

し
、
や
っ
と
都
庁
に
入
都
し
た
。

あ
れ
か
ら　

年
、
学
ん
だ
こ
と
は

４５

役
立
っ
て
い
る
。
三
流
大
の
私
は

必
死
で
勉
強
し
た
。
何
の
コ
ネ
も

親
や
父
も
教
員
で
は
な
く
必
死
で

あ
っ
た
。
と
に
か
く
必
死
で
勉
強

し
調
べ
た
。
２
、
３
の
中
小
企
業

に
入
っ
た
が
夢
は
か
な
わ
な
か
っ

た
。
２
、
３
年
し
や
っ
と
お
呼
び

が
か
か
っ
た
。　

月
、
辞
め
ら
れ

１２

ま
す
か
と
当
時
の
若
き
エ
リ
ー
ト

は
言
っ
た
。
私
学
共
済
に
つ
と
め

て
い
た
私
は
、
い
よ
い
よ
花
の
都

庁
二
庁
舎
で
辞
令
を
も
ら
っ
た
。

入
都
式
も
や
り
七
月
に
は
浅
草
高

校
に
い
た
。
夢
は
努
力
す
れ
ば
叶

う
。
そ
の
間
不
足
分
を
東
洋
大
学

通
信
で
と
っ
た
。
も
う　

年
前
の

４５

話
で
あ
る
。
青
春
の
夢
は
必
ず
叶

う
。

70歳代

少
年
時
代
か
ら
の
夢
を
追
う
今
が
青
春
時
代

平
野
武
さ
ん

　
「
桃
栗
３
年
、
柿
８
年
、
私
の
人

生　

年
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
双
子
の

９０
孫
娘
が
成
人
式
を
迎
え
る
ま
で
の

こ
れ
か
ら　

年
を
元
気
で
過
ご
そ

２０

う
と
、
毎
日
忙
し
く
動
き
回
っ
て

い
る
。　

年
間
の
人
生
で
一
番
楽

７０

し
く
充
実
し
て
い
る
今
が
私
の
青

春
時
代
で
あ
る
。

　

少
年
時
代
か
ら
の
夢
で
実
現 
出 で

 
来 
な
か
っ
た
仕
事
と
習
い
事
が
、

き３
年
前
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
リ
タ
イ
ア

ー
後
一
気
に
花
開
い
た
。
仕
事
は

①
桜
町
病
院
の
受
付
案
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
広
報
配
布
③
つ
き
み
の
園
の

訪
問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
。
習
い
事
は

①
陶
芸
②
マ
ン
ド
リ
ン
③
コ
ー
ラ

ス
④
絵
手
紙
⑤
社
交
ダ
ン
ス
⑥
シ

ル
バ
ー
大
学
。
ス
ポ
ー
ツ
は
①
テ

ニ
ス
②
水
泳
③
ラ
ジ
オ
体
操
。
と

り
わ
け
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
は
、
週

３
日
間
で
７
名
の
方
々
の
お
世
話

を
給
料
を
頂
い
て
勉
強
し
て
い

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
ヘ
ル
パ
ー

の
仕
事
も　

年
後
、　

年
後
の
自

１０

２０

分
の
姿
を
見
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
「
Ａ
さ
ん
の
よ
う
に
自
分
で

お 
風  
呂 
に
入
れ
る
よ
う
な　

歳
に

ふ 

ろ

８０

な
り
た
い
」「
Ｂ
さ
ん
の
よ
う
に
認

知
症
に
は
な
り
た
く
な
い
」
と
思

い
な
が
ら
毎
日
が
勉
強
で
あ
る
。

　

家
の
中
で
終
日
過
ご
す
よ
り

も
、
い
ろ
ん
な
場
所
で
多
く
の
人

と
接
し
、
一
方
で
規
則
正
し
い
食

生
活
と
十
分
な
睡
眠
時
間
を
心
が

け
て
い
る
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
明
る
く

楽
し
く
そ
し
て
や
さ
し
く
生
き
る

た
め
に　

代
の
青
春
時
代
を 
謳 
歌

お
う

７０

し
て
い
る
私
で
あ
る
。

30歳代 
榎 
と
野
川
と
家
出
少
女

え
の
き

山
田
智
佳
子
さ
ん

　

な
ん
の
不
自
由
も
な
く
円
満
な

家
庭
に
育
っ
た
私
は
、
世
の
中
の

厳
し
さ
に
疎
く
、
夢
見
が
ち
な
高

校
生
だ
っ
た
。
本
と
木
と
野
川
が

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
だ
っ
た
。
と
り

わ
け
木
地
雅
映
子
著
「
氷
の
海
の

ガ
レ
オ
ン
」
を
何
度
読
み
返
し
た

か
は
数
知
れ
ず
、
本
の
世
界
が
す

っ
ぽ
り
そ
の
ま
ま
心
に
入
っ
て
、

膨
ら
ん
で
、
時
に
息
苦
し
か
っ
た

高
校
生
活
を
生
き
抜
く
た
め
の
救

命
胴
衣
と
な
っ
て
く
れ
た
。
自
然

に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
、
木
に
も

ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
村

山
由
佳
著
「
天
使
の
卵
」
に
影
響

さ
れ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
野
川
の

ほ
と
り
に
立
つ
ひ
と
き
わ
美
し
い

榎
の
木
を
『
夏
姫
』
と
勝
手
に
命

名
し
て
よ
く
登
っ
て
い
た
。
『
夏

姫
』
に
登
り
、
本
を
読
む
。
パ
ン

を
か
じ
る
。
将
来
進
む
べ
く
道
に

つ
い
て
ぼ
ん
や
り
と
考
え
る

儿
。

　

そ
ん
な
日
々
に
終
止
符
が
打
た

れ
た
の
は
大
学
受
験
だ
っ
た
。
私

は
遠
く
の
町
の
大
学
に
行
き
た
か

っ
た
け
れ
ど
、両
親
は
反
対
し
た
。

だ
か
ら
私
は
反
抗
の
意
を
込
め
て

家
出
を
し
た
。
今
思
え
ば
な
ん
と

浅
は
か
で
、
恩
知
ら
ず
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
行
く
あ
て
も
な
く
、
リ

ュ
ッ
ク
ひ
と
つ
で
野
川
公
園
と
武

蔵
野
公
園
内
を 
徘  
徊 
し
、
三
日
目

は
い 
か
い

に
足
に
ケ
ガ
を
し
て
帰
宅
し
た
。

そ
の
時
の
母
の
顔
を
、
い
ま
で
も

覚
え
て
い
る
。
聞
け
ば
、
高
校
の

先
生
方
も
探
し
回
っ
て
く
だ
さ
っ

た
そ
う
で
、
ど
こ
か
の
公
園
に
い

る
に
違
い
な
い
と
、
的
確
な
理
解

力
を
示
し
て
く
だ
さ
り
驚
い
た
。

　

遠
く
の
町
の
大
学
に
進
学
し
、

働
い
て
、
結
婚
し
て
、
子
宝
に
恵

ま
れ
、
小
金
井
市
に
戻
っ
て
き

た
。
今
で
も
、
と
き
お
り
『
夏

姫
』
に
よ
じ
登
っ
て
は
、
野
川
の

風
を
楽
し
ん
で
い
る
。

60歳代

苦
し
い
時
代
（
青
春
）
を
超
え
て傳

田
幸
一
さ
ん

60歳代

音
楽
と
青
春

大
嶋
郁
子
さ
ん

　

今
年
の
五
月
末
に
、
小
金
井
市

の
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
内
の
大
ホ
ー

ル
で
の
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
で
、
四
名
の
女
性
演
奏
家
、
プ

リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
弦
楽
四
重
奏
団
の

演
奏
を
開
い
た
。
ラ
ヴ
ェ
ル
の
作

品
だ
っ
た
。
女
性
な
ら
で
は
の
音

調
と
司
会
を
楽
し
ん
だ
。
小
金
井

に
住
む 
様 
に
な
っ
て
市
民
交
流
セ

よ
う

ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
て
大
い
に
喜

ん
だ
次
第
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
多

く
の
市
民
が
そ
う
で
あ
ろ
う
。

　

名
古
屋
で
、
学
校
を
卒
業
し
て

以
来
、
勤
め
が
終
わ
る
と
、
帰
り

に
労
音
組
織
の
知
人
と
連
絡
を
取

り
合
っ
て
演
奏
会
へ
で
か
け
た
も

の
で
あ
る
。
シ
ョ
パ
ン
演
奏
で
有

名
な
中
村
紘
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
は
か
か
さ
ず
聞
き
に
行
っ
た

り
し
た
。
今
で
も
演
奏
活
動
を
し

て
お
い
で
に
な
る
の
は
心
強
い
。

ま
た
、
職
場
で
ド
イ
ツ
語
の
で
き

る
人 
達 
が
、
元
東
ド
イ
ツ
の
ゲ
バ

た
ち

ン
ト
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
の
メ
ン
バ

ー
が
来
日
し
た
際
、
小
ホ
ー
ル
に

招
い
て
、
フ
ル
ー
ト
を
含
め
て
四

重
奏
の
演
奏
会
を
持
っ
た
際
に

は
、
末
席 
乍 
ら
、
お
手
伝
い
を
し

な
が

て
、
知
人
が
知
人
を
呼
び
、
大
盛

況
だ
っ
た
の
は
、
今
で
も
な
つ
か

し
い
思
い
出
で
あ
る
。
音
楽
は
心

の
糧
で
あ
る
。 
誰 
し
も
楽
し
み
、

だ
れ

い
や
さ
れ
て
い
る
。
私
に
と
っ

て
、
青
春
と
は
、
二
〇
歳
で
誕
生

日
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
切
符
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
の

を
皮
切
り
に
、 
色
 々
の
ジ
ャ
ン
ル

い
ろ
い
ろ

の
音
楽
を
聞
き
に
出
か
け
た
事
の

思
い
出
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
も
続

い
て
い
る
。
小
金
井
市
で
も
、
少

し
づ
つ
少
し
づ
つ
音
楽
好
き
の
友

人
が
で
き
て
き
て
い
る
。
今
後
も

楽
し
み
に
し
て
い
る
。

60歳代

「
青
春　

歌
旅
号
」
へ
の
ご
招
待

１８

　

福
田
久
治
さ
ん

　

私
は
旅
や
エ
ッ
セ
イ
そ
し
て
音

楽
な
ど
多
数
の
趣
味
を
持
っ
て
い

ま
す
。
最
近
、「
歌
う
会
」や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
市
民
イ
ベ
ン
ト

や
高
齢
者
施
設
等
で
歌
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の「
青
春
の
歌
」が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
役
立
っ
て
ま
す
。
気
持

ち
だ
け
で
な
く
、
肉
体
を
も
活
性

化
す
る
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

「
歌
う
会
」
で
は
、
「
昭
和
を
中
心

に
平
成
ま
で
の『
歌
の
旅
』を
ご
一

緒
に
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、

「
美
し
い
、
や
さ
し
い
、
そ
し
て
力

強
い
」
数
々
の
青
春
の
名
曲
（ 
抒 じょ

 
情 
歌
、
ポ
ッ
プ
ス
等
）
を
歌
っ
て

じ
ょ
うい

ま
す
。
そ
こ
で
最
近
の
発
表
会

を
も
と
に
、
特
別
臨
時
列
車
「
青

春　

歌
旅
号
」
を
編
成
し
て
み
ま

１８
し
た
。
さ
あ
！
ご
一
緒
に
、
元
気

に
、
楽
し
く
。
供
出
発
進
行
〜
僑

で
す
。
ま
ず
は
、（
１
）昭
和
初
期

〜
１
９
５
０
（
昭
和　

）
年
代
の

２５

風
景
が
車
窓
に
流
れ
て
き
ま
し

た
。：
丘
を
越
え
て
・
青
い
山
脈

（ 
唄 　

藤
山
一
郎
）、
あ
ざ
み
の
唄

う
た

（
唄　

伊
藤
久
雄
）。
次
に
（
２
）

１
９
６
０
（
昭
和　

）
年
代
は
高

３５

度
成
長
期
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
。：
若
者
た
ち
（
唄　

ザ
・
ブ

ロ
ー
ド
サ
イ
ド
・
フ
ォ
ー
）
、
世

界
は
二
人
の
た
め
に
（
唄　

佐
良

直
美
）。
さ
ら
に
元
気
に
、（
３
）

１
９
７
０
・
１
９
８
０
年
代
が
輝

い
て
い
ま
す
。：
な
ご
り
雪
（
唄

か
ぐ
や
姫
、
イ
ル
カ
）、
昴
儿
す
ば

る
儿
（
唄　

谷
村
新
司
）、
川
の

流
れ
の
よ
う
に（
唄　

美
空
ひ
ば

り
）。
（
４
）１
９
９
０
年
代
は
バ

ブ
ル
が
崩
壊
。
い
よ
い
よ
、（
５
）

２
０
０
０
年
〜
現
在
。
力
強
い
復

活
の
歌
。：
麦
の
唄
（
唄　

中
島

み
ゆ
き
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
マ
ッ
サ
ン
」
の

主
題
歌
）
。
ご
存
知
で
し
た
か
、

「
青
春　

き
っ
ぷ
」
は
年
齢
に
関

１８

係
な
く
誰
で
も
買
え
ま
す
。
何
回

で
も
途
中
下
車
で
き
ま
す
。
あ
な

た
の
青
春
に
乾
杯　
!!!

70歳代　

代
の
お
そ
咲
き
の
青
春

５０

宮
原
千
惠
さ
ん

　

私
は
難
病
で
生
ま
れ
お
く
れ
て

育
っ
た
の
で
、
若
い 
頃 
は
、
苦
し

こ
ろ

み
の
時
代
で
あ
っ
た
。
青
春
と
あ

え
て
言
う
な
ら
ば
、
韓
国
語
を
勉

強
し
た
事
で
あ
る
。
初
め
は
、
川

崎
市
の
市
役
所
の
サ
ー
ク
ル
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
韓
国
語
の
手
紙
や
、

 
唄 
を
う
た
う
の
が
大
好
き
な
私
で

う
たあ

っ
た
。
そ
の
後
狛
江
市
の
韓
国

語
同
好
会
へ
行
く
事
に
な
っ
た
。

今 
迄 
の
メ
ン
バ
ー
の
中
心
者
が
そ

ま
で

こ
へ
行
っ
て
い
て
、
誘
わ
れ
た
の

で
あ
る
。
東
京
で
一
番
大
き
な
、

同
好
会
で
あ
っ
た
。
副
会
長
さ
ん

は
、
あ
る
有
名
な
歌
手
の
弟
さ
ん

で
あ
り
、
会
長
さ
ん
は
、
お
医
者

さ
ん
を
し
て
い
た
。
こ
の
同
好
会

で
私
は
、
韓
国
語
の
作
詞
に
挑

戦
。
韓
国
と
日
本
の
友
情
を
、
ひ

ま
わ
り
に
見
た
て
た
。
副
会
長
さ

ん
が
、
良
い
唄
が
あ
れ
ば
作
曲
す

る
よ
と
、
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
れ

で
私
は
、
良
い
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
け
れ
ど
、
作
り
ま
し
た
と
詞

を
渡
し
た
。
ち
ょ
う
ど
夏
休
み
が

始
ま
る
頃
の
事
。
休
み
が
終
わ
っ

た
頃
に
作
っ
て
く
れ
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
た
。
が
、
す
ぐ
に
作
っ

て
送
っ
て
く
れ
た
の
で
、
び
っ
く

り
し
た
。
こ
う
し
て
「
ヘ
バ
ラ
ギ

（
ひ
ま
わ
り
）
」
と
い
う
唄
が
誕

生
し
た
の
で
あ
る
。

　
 
又 
、
会
長
さ
ん
が
、
楽
し
そ
う

ま
た

に
学
ん
で
い
る
私
を
見
た 
為 
か
、

た
め

韓
国
語
の
弁
論
大
会
に
出
る
事

を
、
す
す
め
て
く
れ
た
の
で
あ

る
。
初
め
は
原
稿
を
読
ん
で
も
良

い
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

見
た
ら
減
点
さ
れ
る
と
い
う
事
が

わ
か
っ
た
。
し
か
し 
嬉 
し
か
っ
た

う
れ

の
で
、
け
ん
め
い
に
覚
え
た
。
ち

な
み
に　

代
で
出
場
し
た
の
は
、

５０

私
だ
け
で
あ
っ
た
。
入
賞
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
こ
れ
も
、
お
そ
咲

き
の
青
春
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
！

70歳代　

年
前
の
音
と
電
波
と
自
分
に

６０

本
木
隆
さ
ん

　

真
空
管
が
、
Ｓ
Ｔ
管
だ
け
か
ら

Ｇ
Ｔ
管
、
Ｍ
Ｔ
管
、
サ
ブ
ミ
ニ
チ

ュ
ア
管
が
登
場
、
音
楽
を
聴
く
環

境
が
高
忠
実
度
、
ｈ
ｉ
ｆ
ｉ
（
ハ

イ
フ
ァ
イ
）
の
時
代
が
私
の
青
春

時
代
と
重
な
る
。
そ
の 
頃 
に
、
ラ

こ
ろ

ジ
オ
の
選
局
同
調
す
る
と
、
発
光

部
の
形
が
変
化
し
目
で
見
て 
出  
来 

で 

き

る 
様 
に
な
っ
た
。
同
調
指
示
管
マ

よ
う

ジ
ッ
ク
ア
イ
、
暗
い 
所 
で
見
る
蛍

と
こ
ろ

光
グ
リ
ー
ン
の
光
は
、
な
か
な
か

魅
力
の
色
だ
っ
た
。
出
力
管
も
大

出
力
が
で
る
Ｇ
Ｔ
管
、
プ
リ
ア
ン

プ
に
は
低
雑
音
の
５
極
管
を
使
っ

て
自
作
で
も
素
晴
ら
し
い
音
を
楽

し
め
た
。
シ
ャ
ー
シ
と
な
る
ア
ル

ミ
製
を
秋
葉
原
ま
で
持
っ
て
行

き
、
好
み
の
色
に
塗
装
し
て 
貰 もら

い
、
大
満
足
で
帰
っ
て
き
た
も
の

で
す
。

　

レ
コ
ー
ド
を
聴
く
の
は
、
ｈ
ｉ

ｆ
ｉ
じ
ゃ
な
く
ち
ゃ
、
は
ご
く
普

通
な
こ
と
ば
に
な
っ
て
、
ス
ピ
ー

カ
ー
も
、
高
音
専
用
を
ツ
イ
タ
ー

と
、
中
音
専
用
を
ス
コ
ー
カ
ー
、

低
音
専
用
を
ウ
ー
ハ
ー
と
、
音
質

が
良
い
だ
け
値
段
も
学
生
に
は
手

が
届
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
弟

と
、
春
、
夏
、
冬
休
み
親
の
店
の

手
伝
い
を
し
て
や
っ
と
手
に
し
た

 
嬉 
し
さ
は
、
今
も
忘
れ
な
い
。

う
れ

　

当
時
、
低
音
を
出
す
に
は
大
き

な
ス
ピ
ー
カ
ー
に
Ｂ
Ｏ
Ｘ
、
市
販

の
物
は
高
価
だ
っ
た
の
で
、
知
り

合
い
の
大
工
さ
ん
に
作
っ
て
貰
っ

た
。
こ
の
時
代
は
、
メ
ー
カ
ー
品

に
も
負
け
な
い
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の

世
界
が 
有 
っ
た
様
に
思
う
。

あ

　
 
或 
年
、
小
学
生
の
頃
、
横
浜
で

あ
る

観
た
隣
室
か
ら
の
有
線
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
以
来
、
電
波
受
信
の
実
物

に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
思
っ

た
。
或
日
、
夜
通
し
か
か
っ
て
作

っ
た
テ
レ
ビ
の
テ
ス
ト
パ
タ
ン
に

感
動
、
家
族
を
起
こ
し
て
し
ま
っ

た
。
思
い
出
多
い
私
の
青
春
の
日

々
で
し
た
。
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掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

 

●黄金井六地蔵盆・子ども祭り　８月２
日（日）午後５時３０分～８時３０分（小雨
実施）／小金井市中央商店街、六地蔵敷
地、ＪＲ武蔵小金井駅南口コミュニティ広
場周辺／スタンプラリー（お店や施設を
回るとお菓子等がもらえます）、にじま
すつかみ、キャラクターショー、ガス風
船プレゼント、大道芸（ちんどん屋）／
同商店街協同組合・斉藤（亀屋内☎０４２
－３８５－８１８１）
●ヒガコ・サマーフェスティバル　８月
５日（水）、６日（木）午後５時３０分～
９時３０分（雨天＝７日。花火は午後９時
から）／日本歯科大学グラウンド（ＪＲ東
小金井駅南口）／太鼓、チビッ子浴衣コ
ンテスト、出店、花火ほか／ペット入場
禁止。指定場所以外禁煙／詳細はホーム
ページ（facebook.com/higakominami 
guchi）で。／東小金井南口商店会・白井
（☎０８０－７００６－８９６４）
●終活とお金のはなし－終のすみか選び
と費用について　８月８日（土）、講演会
＝午前９時３０分（受け付けは９時１５分）、
個別相談＝午前１１時３０分／市民会館・萌
え木ホールＡ会議室／終活世代のお金へ
の心構えと自分に合った終のすみかを中
心にお話します。／藤井隆之さん、武石
賢則さん（いずれも行政書士）／４０人（当
日先着順。個別相談は４人）／終活を考
える会小金井・藤井（☎０４２－３１６－６８２６）
●ハケの森観察会「キツネノカミソリと
昆虫たち」　８月８日（土）午前１０時野川
第一調節池と第二調節池の間（都立武蔵
野公園内）集合／山野草といろいろな昆
虫を観察／当日直接集合場所へ。／野川
ほたる村・上原（☎０４２－３８２－６４２０）、同公
園サービスセンター（☎０４２－３６１－６８６１）
●真夏のラテンスペシャル「Ｍｕｓｉｃ＆
Ｄａｎｃｅ！」　 ８月９日（日）午後２時開
演（１時開場）／小金井フラワーホール
（中町４－１５－１２）／プロによる演奏に
合わせて歌って踊って猛暑を撃退しませ
んか。／８０人（当日先着順）／２,５００円／
演奏＝冨川政嗣（パーカッショニスト）
ほか／ブルーメンハウス・原（☎０４２－
３８１－３８４０）
●あんさんぶる小金井サマーコンサート
８月１６日（日）午後２時開演（１時３０分開
場）／小金井　宮地楽器ホール大ホール
／Ｊ.シベリウス「アンダンテ・フェステ
ィーボ」、「ヴァイオリン協奏曲」、Ｓ.
プロコフィエフ「ロミオとジュリエット
組曲より」／指揮＝渡辺潤一、独奏＝今
井香奈／前売２,０００円、当日２,５００円／申
し込みは、池本（☎０４２－３８５－１０７３）へ。
●夏休みに親子で聴こう！ピアノコンサ
ート　８月１９日（水）午後２時開演（１
時３０分開場）／小金井　宮地楽器ホール
／モーツァルトピアノソナタＫＶ５３３へ
長調ほか／演奏＝清水智子、ゲスト＝鈴
木さおり（ソプラノ）ほか／大人２,０００円、
高校生以下１,０００円、親子セット券２,１００
円（当日券はプラス５００円）／チケット販
売は同ホール２階チケットデスクで。／
加也コラボ・杉本（☎０８０－１３２３－９９４０）
●こどもはじめてピアノ体験会　８月２０
日（木）、２２日（土）午後１時３０分～２
時３０分／公民館本館視聴覚室／耳を鍛え
リズム感を養うリトミックを取り入れた
ピアノ体験会です。／森田有紀子さん、
直井紀子さん（いずれもピアノ指導員）

／ピアノが初めての小学校１～３年生／
１０人（申込順）／２,０００円／８月１日か
ら、電話で小金井熟年会・大野（☎０９０
－６７１３－０６１７）へ。
●「とめよう！戦争への教育」－２０１５
戦争と平和を語りつぐつどい　８月２２日
（土）午後１時３０分～４時／福祉会館２
階集会室／「再び戦争しない国に」－学
ばせたい教育について考えます。／講師
は石山久男さん（元・歴史教育者協議会
委員長）／５０人（当日先着順）／３００円（資
料代。中学生以下無料）／年金者組合小
金井支部・望月（☎０４２－３８５－３８７８）
●ミュージカル「水はどこから来るのだ
ろう？」　８月２３日（日）午後１時から、
４時３０分から／小金井　宮地楽器ホール
／市民と劇団ふるさときゃらばんのコラ
ボ舞台／各回５００人／大人２,０００円、中学
生以下５００円／申し込みは、電話、ファク
スまたはＥメールでふるきゃらミュージ
カル塾を応援する会（☎０４２－３８６－８３５５
 ０４２－３８５－１１８０死furucara@furucara. 
com）へ。
● Ｉ ＣＡＮＴＯＲＩ オペラ「コジ・ファ
ン・トゥッテ」－女はみんなこうするも
の　８月２３日（日）午後５時開演／小金
井　宮地楽器ホール小ホール／モーツァ
ルト作曲のオペラです。日本語字幕付き
上演／３,５００円／全席自由／申し込みは、
電話またはＥメールでオペラ「コジ・フ
ァン・トゥッテ」を上演する会（☎０８０－
５２７１－６１９６死i.cantori.ticket@gmail. 
com）へ。
●社会保険労務士による市民無料相談会
８月２４日（月）午後７時～９時／小金井
宮地楽器ホール練習室２／年金（障害、
遺族、離婚分割等）、成年後見や労働問
題、社会保険に関する相談／５人／８月
２０日までに、ファクスで相談内容（なる
べく詳しく）・氏名・ファクス番号を明
記し、東京都社会保険労務士会武蔵野統
括支部（☎０４２－３０１－００９０ ０４２－３０１－
８１４１）へ。
 

●親と子のフットサル講習会　８月２９日
～１２月２６日の土曜日午後６時３０分～８時
４５分（全５回）／総合体育館／市内在住・
在勤・在学の小学生と保護者／１５組（多
数抽選）／１組３,０００円／８月１５日（必着）
までに、往復はがきに住所・親子の氏
名・電話番号・子の学年・フットサル歴
を明記し、サッカー協会・加藤（〒１８２－
００３３調布市富士見町２－６－２－１１１☎
０９０－８８５５－３３８１＝午後６時～１０時）へ。
●リラックス・ヨガ　９月２日からの水
曜日午後１時４５分～２時４５分／総合体育
館／静かな時間の中でゆったりと心身を
いたわります。／１０人（多数抽選）／
２,０００円（月額）／８月１８日（必着）まで
に、往復はがきまたはファクスに住所・
氏名・年齢・電話番号を明記し、黄金井
倶楽部「Ｒ係」（〒１８４－０００５桜町２－２
－３１上水公園管理棟内☎０４２－４０６－２２８０
 ０４２－４０６－２２９０）へ。
●親子スキンシップ体操　９月４日から
の金曜日午前１１時～１１時５０分／総合体育
館／１歳１０か月以上の子どもと保護者／
１０組程度（多数抽選）／２,０００円（月額）
／８月１８日（必着）までに、往復はがきま
たはファクスに住所・子どもと保護者の
氏名（ふりがな）と生年月日・電話番号を
明記し、黄金井倶楽部「 係」（〒１８４－

FAX

FAX

FAX

碓親

０００５桜町２－２－３１上水公園管理棟内☎
０４２－４０６－２２８０ ０４２－４０６－２２９０）へ。
●ワンポイント水泳教室（木曜コース）
９月１０日～１０月８日の毎週木曜日午前１１
時～午後０時４５分（全５回）／総合体育
館プール／クロールで２５ｍ以上泳げる方

FAX
／３０人（多数抽選）／２,０００円／水泳協会
／８月２４日（必着）までに、往復はがき
に住所・氏名・年齢・電話番号を明記
し、体育協会「ワンポイント水泳教室木
係」（〒１８４－０００１関野町１－１３－１総合
体育館内☎０４２－３８４－４００１）へ。

 

■第６５回はたらく消防の写生会の作品
を展示　８月７日（金）午前１０時～１７日
（月）午後３時／イトーヨーカドー武蔵
小金井店２階エレベータ前広場／７日午
前１０時３０分からオープニングセレモニー
を開催します。セレモニーには東京消防
庁マスコット「キュータ」も来ます。／
小金井消防署予防課（☎０４２－３８４－０１１９）
■後期高齢者医療制度の被保険者の方へ
－ジェネリック医薬品差額通知を送付　
現在処方されている薬をジェネリック医
薬品へ切り替えた場合、自己負担額がど
れくらい軽減できるかがわかる通知を、
対象となる方に８月上旬または１０月中旬
にお送りします。／ジェネリック医薬品
通知サポートデスク（☎０１２０－２７５－５７２
＝８月６日～９月３０日、１０月１３日～１１月
３０日）
■中学校卒業認定試験　１０月２８日（水）
／東京都教職員研修センター（文京区本
郷１－３－３）／合格者には高等学校の
入学資格が与えられます。／平成２８年３

月３１日現在１５歳以上の就学義務を猶予・
免除された方など／願書受付＝８月２４日
～９月１１日（消印有効）／文部科学省生
涯学習政策局生涯学習推進課認定試験第
一・第二係（☎０３－５２５３－４１１１）
■東京都子育て支援員研修の受講者募集
保育や子育て支援分野の各事業に従事す
るうえで、必要な知識や技術等を有する
「子育て支援員」の養成研修（地域保育
コース、放課後児童コースほか）／詳細
は、東京都福祉保健財団ホームページ
（http://www.fukushizaidan.jp/111ko 
sodateshien/）で。／（公財）同財団人
材養成部福祉人材養成室子育て支援員担
当（☎０３－３３４４－８５３３）
■ご存じですか？中小企業退職金共済制
度　中小企業退職金共済制度は、半世紀
で１００万社以上の中小企業が利用する外
部積立型の国の退職金制度です。掛金は
全額非課税で手数料不要、一部を国が助
成。パートや家族従業員も加入可能で
す。解散存続厚生年金基金からの移行先
の一つです。／ 勤労者退職金共済機構
中小企業退職金共済事業本部（☎０３－
６９０７－１２３４）

 

◆俳句教室・みのり会　原則第２木曜日
午後１時から福祉会館で。講師は神野沙
希さん。連絡は池田（☎０８０－３９１７－
４３２１）へ。
◆ミニバスケットボール・こがねいケイ
ジャーズ　原則第１・３土曜日、毎週日
曜日、第二小学校で。小学校１～６年
生。初心者歓迎。体験できます。連絡は
菱沼（☎０９０－５７９２－０９７５）へ。
◆健康体操クラブ　原則毎週金曜日午後
１時から総合体育館等で。楽しくストレ
ッチや有酸素運動を続けませんか。講師
は小野由紀子さん。体験歓迎。連絡は村
越（☎０４２２－３１－１２７１）へ。
◆ママと一緒に英語であそぼう　原則月
２回月曜日、０歳は午前１０時から、１～
３歳は午前１１時から、公民館貫井北分館
で。英語の歌、絵本など。１回１,０００円。
連絡は甲藤（☎０８０－４２８６－４０６０）へ。
◆シルバー歌謡合唱団・ふじの会　原則
毎月第２・４月曜日午後１時３０分～３時
３０分、公民館本館等で。歌謡曲、タンゴ、
シャンソン等。講師は藤井博司さん。連

掲載を希望する団体は、公民館各館へ｡
開催日・場所等の詳細は各サークルへ｡

絡は並木（☎０９０－５５５２－６６３６）へ。
◆消費者スクール友の会　原則毎月第２
火曜日午前１０時～正午、公民館本館等
で。学習会、見学会等の企画運営や身近
で気になる事を話し合います。連絡は大
月（☎０４２－３８３－１３７５）へ。
◆小金井市少年少女合唱団　原則毎週日
曜日午後１時～４時、第一小学校で。小
学校１年生～高校生。発声法を学び日本
語や外国語の曲を歌います。連絡は同合
唱団（☎０９０－９３４５－１１９４）へ。
◆ピアノ　不定期。公民館本館や公民館
貫井北分館で。男女問わず中高年初心者
対象のピアノ講座です。自由に参加でき
ます。連絡は吉野（☎０４２－３８１－５９４３）
へ。
◆英会話サークル・リフレッシュ　原則
月３回土曜日午後７時４０分～９時１０分、
婦人会館で。ネイティブの先生と楽しく
学習しています。見学歓迎。連絡は板谷
（☎０９０－９３３０－８６１５）へ。
◆母と子の英会話・リトルフレンズ　原
則第１・３木曜日午前１０時～１１時３０分、
公民館東分館で。親子で楽しめる英会話
のサークルです。連絡は熊木（☎０８０－
３５０２－３５５１）へ。

　地球の自転と原子時計から作られる時刻とのわずかなずれを修正する
「うるう秒」が、７月１日午前８時５９分５９秒と９時００分００秒の間に挿入
されました。
　市内にある国立研究開発法人情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）とＪＲ武蔵小
金井駅では、午前８時５９分６０秒のうるう秒が挿入された瞬間を多くの人
が見守りました。

「うるう秒」が挿「うるう秒」が挿入入
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　戦争を知らない若者と老婆の二人旅を通し
て、戦争の悲惨さを伝えてくれる作品。
と　き　８月１５日（土）午前１０時３０分から、
午後２時から（いずれも３０分前開場）
※　午後０時３０分～１時に、監督によるトー
クショーを行います。
ところ　公民館貫井北分館学習室Ａ・Ｂ
定　員　各回７０人（当日先着順）
問合先　公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）

「北緯15度のデュオ」
第504回市民映画会

（ ）1991年
根本順善監督
105分

水泳教室参加者募集 ※　この事業は、市の
委託事業です。

総合体育館プール 栗山公園健康運動センター
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　スタートとターンを体験し、技術とルー
ルを習得しましょう。
と　き　８月２６日（水）午後１時～２時４５分
対　象　市内在住・在学の小学校４～６年
生で５０ｍ以上泳げる方
定　員　３０人（多数抽選）
参加費　１００円（施設利用料）
その他　既往症のある方は、医師の診断を
受けてから申し込んでください。
申　込　８月１０日（必着）までに、往復は
がきに住所・氏名・年齢・学年・電話番号
を明記し、体育協会「水泳教室係」（〒１８４
−０００１関野町１−１３−１総合体育館内☎
０４２−３８４−４００１）へ。

と　き　９月１０日～１１月１９日の毎週木曜
日午前９時～１０時４５分（全１１回）
対　象　市内在住・在勤・在学の方
定　員　３０人（多数抽選）
参加費　１回４００円。６０歳以上の方は２００
円（施設利用料）
その他　事前に各自で健康診断を受けて
ください。
申　込　８月１５日（必着）までに、往復
はがきに教室名・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、栗山公園
健康運動センター（〒１８４−００１２中町２−
２１−１☎０４２−３８２−１００１）へ。

 　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ハ
ー
レ
ム
・

シ
ン
ガ
ー
ズ
と
の
胸
躍
る
共
演

や
、
参
加
者
に
よ
る
ク
リ
ス
マ

ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
思
い
っ
き

り
歌
い
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
共
演

時
以
外
は
公
演
を
座
席
で
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

と　

き

▽　

本
番
＝　

月
６
日
（
日
）
、

１２

　

日
（
月
）
、　

日
（
金
）
、

１４

１８

　

日
（
日
）

２０
▽　

練
習
＝　

月
１
日
（
日
）
、

１１

８
日
（
日
）
、　

日
（
祝
）
、

２３

　

日
（
土
）
、　

日
（
日
）
、

２８

２９

　

月
５
日
（
土
）
、
９
日

１２（
水
）
、　

日
（
土
）
、　

日

１２

１９

（
土
）
、
い
ず
れ
も
午
後
６
時

　

分
～
９
時　

分
（　

月
９
日

３０

１５

１２

は
午
後
７
時
～
９
時
）

曲　

目　

ジ
ョ
イ
フ
ル　

ジ
ョ
イ

フ
ル
、
ヘ
イ
ル
・
ホ
ー
リ
ー
・
ク

イ
ー
ン
、
リ
ー
ン
・
オ
ン
・
ミ

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

ゴ
ス
ペ
ル
・
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
参
加
者
募
集

ー
、
も
ろ
び
と
こ
ぞ
り
て
ほ
か

講　

師　

大
塚
桂
さ
ん
（
歌
手
）

対　

象　

お
お
む
ね
全
日
程
参
加

で
き
る
方

※　
　

月
６
日
、　

日
の
本
番
は

１２

２０

必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１３０

参
加
費　

７
千
円
（
楽
譜
代
、
教

材
費
等
）

申
込
書
配
布　

同
ホ
ー
ル
で
配
布

す
る
ほ
か
、
同
ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://ko

gan
ei-civic-

cen
ter.jp

/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

申　

込　

８
月
１
日
～
９
月　

日
１０

（
必
着
）
に
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、
申
込
書
を
小
金
井

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
（
〒　

儿
０
０

１８４

０
４
本
町
６
儿　

儿　

☎　

儿　

１４

４５

０４２

３８０

儿
８
０
９
９ 
　

儿　

儿
８
０
７

０４２

３８０

８
）
へ
。

 
〈
作
品
寄
贈
〉

　

南
建
さ
ん
（
世
田
谷
区
在

住
）
、
堀
冨
子
さ
ん
（
調
布
市
在

住
）
ほ
か
１
人
の
方
か
ら
、
中
村

研
一
の
作
品
な
ど
計　

点
が
寄
贈

３８

FAX

市
立
は
け
の
森
美
術
館

さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
作
品
の
一
部
は
、

現
在
開
催
中
の
所
蔵
作
品
展
「
け

ん
ぼ
し
ゃ
ん
の
夏
休
み
」
に
て
９

月　

日
（
日
）
ま
で
展
示
し
て
い

１３
ま
す
。

〈
喫
茶
棟
夏
期
休
業
日
〉

休
業
日　

８
月　

日
（
日
）
～　

１６

２６

日
（
水
）

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

同
美
術
館
（
☎　

儿　
０４２

３８４

儿
９
８
０
０
＝
午
前　

時
～
午
後

１０

５
時
）

 　

８
月
は
お
休
み
し
ま
す
。
次
回

は
、
９
月　

日
（
木
）
で
す
。

１７

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

  
と　

き　

８
月　

日
（
土
）
午
前

２２

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

東
京
農
工
大
学
科
学
博

物
館

講　

師　

村
上
尚
さ
ん
（
同
大
学

准
教
授
）

対　

象　

小
学
校
５
年
生
～
中
学

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

お
も
ち
ゃ
の
病
院
と

食
器
リ
サ
イ
ク
ル

子

ど

も

第
４
回
子
ど
も
科
学
教
室

M
I
R
A
I
の
電
池

ー
燃
料
電
池
を
理
解
し
よ
う

生定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

申　

込　

８
月
４
日
午
前　

時
か

１０

ら
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
氏
名
・
電
話
番
号
・
学

校
名
・
学
年
・
性
別
を
同
大
学
科

学
博
物
館
（
☎　

儿　

儿
７
１
６

０４２

３８８

３ 
　

儿　

儿
７
５
９
８
死ka

h

０４２

３８８

aku
@
cc.tu

at.ac.jp

）
へ
。

※　

こ
の
事
業
は
、
東
京
農
工
大

学
と
の
連
携
事
業
で
す
。

 
と　

き　

８
月　

日
（
土
）
午
前

１５

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

東
小
学
校
図
工
室

講　

師　

ふ
く
ろ
う
の
会
学
習
ア

ド
バ
イ
ザ
ー

対　

象　

小
学
校
３
年
生
～
中
学

生
（
小
学
校
３
年
生
は
保
護
者
の

送
迎
が
必
要
で
す
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１０

申　

込　

８
月
３
日
か
ら
、
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
７
９
）
へ
。

 
と　

き　

８
月
８
日
、　

日
、　
１５

２２

日
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前　

時
１０

　

分
か
ら
（　

～　

分
程
度
）

３０

３０

４０

と
こ
ろ　

図
書
館
貫
井
北
分
室
お

話
し
室

対　

象　

４
歳
～
小
学
校
２
年
生

FAX放
課
後
子
ど
も
教
室

ふ
く
ろ
う
の
工
作
教
室

か
さ
な
る
小
物
入
れ

お
は
な
し
会

程
度

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
貫
井
北
分
室

（
☎　

儿　

儿
３
５
６
１
）

０４２

３８５

 
と　

き　

８
月　

日
（
木
）
、　

２０

２１

日
（
金
）
午
前
８
時　

分
～
正
午

３０

と
こ
ろ　

図
書
館
貫
井
北
分
室

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
中

学
生

定　

員　

各
日
５
人
（
申
込
順
）

申　

込　

８
月
１
日
か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
図
書
館
貫
井
北
分

室
（
☎　

儿　

儿
３
５
６
１
）へ
。

０４２

３８５

  　

機
能
的
で
美
し
い
か
ら
だ
と
し

な
や
か
な
心
の
た
め
に
、
ピ
ラ
テ

ィ
ス
を
用
い
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を

指
導
し
ま
す
。

一
日
図
書
館
員
を
募
集

ス

ポ

ー

ツ

初
心
者
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

と　

き　

９
月
１
日
～　

月　

日

１０

２７

の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時　

分
～

３０

８
時　

分
（
祝
日
を
除
く
）

３０

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
小
体
育
室

指　

導　

花
見
結
花
里
さ
ん
（
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
高
校
生
世
代
以
上
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

４０

参
加
費　

１
回　

円
（
施
設
利
用

２００

料
。　

歳
以
上
の
方
は　

円
）

６０

１００

そ
の
他　

既
往
症
の
あ
る
方
は
、

必
ず
医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

申　

込　

８
月　

日
（
必
着
）
ま

１２

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
体
育
協
会
「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教

室
係
」
（
〒　

儿
０
０
０
１
関
野

１８４

町
１
儿　

儿
１
総
合
体
育
館
内
☎

１３

　

儿　

儿
４
０
０
１
）
へ
。

０４２

３８４

※　

こ
の
事
業
は
、
市
の
委
託
事

業
で
す
。

　

帰
島
直
後
か
ら
復
興
ま
で
の
三

宅
島
の
姿
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

８
月　

日
（
水
）
～　

１２

１６

日
（
日
）
午
前　

時
～
午
後
７
時

１０

（　

日
は
午
後
５
時
ま
で
）

１６
と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス
ス
ペ
ー
ス

問
合
先　

▽
パ
ネ
ル
展
に
つ
い
て

＝
小
金
井
三
宅
島
友
好
協
会
事
務

局
・
稲
葉
（
☎　

儿　

儿
１
０
２

０４２

３８３

７
）
▽
友
好
都
市
に
つ
い
て
＝
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
文
化
推
進
係

（
☎　

儿　

儿
９
９
２
３
）

０４２

３８７

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展
ををををををををををををををををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開

パ
ネ
ル
展
を
開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

三
宅
島
帰
島

周

三
宅
島
帰
島　

周
年年

１０１０

に
伴
に
伴
うう

【広告掲載欄】
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８
月
２
日（
日
）
８
月
９
日（
日
）

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。
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受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

桜 

町 

病 

院
内
小

桜町1―2―20
☎042―383―4111

至武蔵小金井駅北口
桜町病院前

マ
ン
シ
ョ
ン
修
道
院

修
道
院

修
道
院

玉川上水
五日市街道

小
金
井
街
道

前
原
診
療
所

内
小
循

前原町3―17―1
☎042―381―1702

至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口

小
金
井
街
道
霊
園
通
り

前原坂上
交差点

前原坂下
交差点

小
松
外
科
胃
腸
科

外
胃

本町2―20―20
☎042―381―3346

至武蔵小金井駅
北口

北大通り

至小金井橋
本町２丁目
交差点

小
金
井
街
道

嶋
田
眼
科
医
院

眼

東町4―16―30
☎042―385―1156

連雀通り
交
番

至東小金井駅南口
農工大通り

農協支店 新
小
金
井
駅
西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

本町1―9―17
☎042―383―5511

小
金
井
太
陽
病
院

外
内
南口

武蔵小金井駅

農工大通り前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

本町1―8―5
サクラビルNo.1 2F
☎042―384―0012

前原坂上交差点

農工大通り

南口
武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

サ
ク
ラ
歯
科
医
院

武蔵小金井駅

武
蔵
小
金
井
ク
リ
ニッ
ク

内
循
呼
胃

本町5―19―33
☎042―384―0080

北口

小
金
井
街
道

西
友

飲食店 共
立
診
療
所

内
小
外
皮

本町6―9―38―3F
☎042―383―5111

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

南口南口

前原坂上交差点

消
防
署

市
役
所

南口

本町6―9―38―1F
☎042―383―5115

共
立
整
形
外
科

整
リ 

ハ

前原坂上交差点

小
金
井
街
道消

防
署

市
役
所

南口

武蔵小金井駅 も
ろ
ほ
し
ク
リ
ニッ
ク

耳
気
ア

緑町1―6―53 うさぎビル
☎042―385―3341

東小金井駅
北口

三小
北大通り

コンビニエンス
ストア

東
大
通
り

交
番

中町2―1―35
マ・メゾン21―1Ｆ
☎042―386―3386

石
川
ク
リ
ニッ
ク

内
消
外 西武

多摩川線

交番ガソリン
スタンド

新小金井駅

連雀通り

本町2―6―7
Kビル201
☎042―387―1727

秋
澤
歯
科
医
院

北口

銀
行

小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

 
かちどき薬局

（ ）桜町1－9－10
☎042－383－6300

 
まえはら調剤薬局

（ ）前原町3－2－25
☎042－401－7887

 
柴崎薬局

（ ）本町5－38－32－102
☎042－381－2655

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
アトム薬局

（ ）緑町1－6－53うさぎビル1F
☎042－388－5400

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

三鷹の森ジブリ美術館へ
抽選でご招待

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

と　き　１０月１日（木）①午前１０時から②正午
から③午後２時から④午後４時から
ところ　三鷹の森ジブリ美術館（三鷹市下連雀
１−１−８３）
対　象　小金井市、三鷹市、武蔵野市、府中
市、調布市、西東京市に在住の方
定　員　６００組（４人１組。多数抽選）
注意事項　渇当選者には、９月上旬に招待状を
発送します。渇電話での当落のお問い合わせは
お受けできませんが、抽選結果の返信を希望す
る場合は往復はがきでお申し込みください。渇
１人での申し込みもできます。渇３歳以下は人

数に含まれませんが、氏名・年齢を申し込みの
はがきにご記入ください。渇同一グループでの
複数枚の申し込みや、必要記載事項に不備があ
る場合は無効になります。
申　込　８月１２日（必着）までに、はがきに代
表者の郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電
話番号・入館者全員の氏名・年齢・入館希望日
（１０月１日）・入館希望時間帯（①〜④のいず
れか）を明記し、三鷹市役所生活環境部コミュ
ニティ文化課（〒１８１−８５５５  住所不要☎ ０４２２−
４５−１１５１内線２５１６）へ。

と
こ
ろ　

市
立
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
中

学
校
２
年
生
以
下
の
チ
ー
ム

代
表
者
会
議　

８
月　

日
（
金
）

２８

午
後
６
時　

分
か
ら
、
東
中
学
校

３０

で
。

申　

込　

８
月　

日
（
必
着
）
ま

２０

で
に
、
往
復
は
が
き
に
代
表
者
の

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
東
中
学
校
・
秋
山
（
〒　

儿
１８４

０
０
１
１
東
町
１
儿
５
儿　

☎　
３３

０４２

儿　

儿
１
１
６
３
）
へ
。

３８３

 
〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
〉

と　

き　

９
月
６
日
（
日
）
、　
１３

日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
（
雨
天

＝　

日
）

２７
と
こ
ろ　

上
水
公
園
運
動
施
設
グ

ラ
ウ
ン
ド

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

が
所
属
す
る
チ
ー
ム

競
技
種
目　

一
般
男
子
・
一
般
女

子
の
フ
ァ
ス
ト
ピ
ッ
チ
、
一
般
男

子
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ

競
技
方
法　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ま
た

は
リ
ー
グ
戦
方
式

代
表
者
会
議　

８
月　

日
（
土
）

２２

午
後
６
時　

分
か
ら
、
前
原
暫
定

３０

集
会
施
設
２
階
B
会
議
室
で
。

主
管
・
申
込　

８
月　

日
ま
で

２１

に
、
電
話
で
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
・
中
川
（
☎　

儿
６
１
１
０
儿

０９０

８
９
４
８
）
へ
。

〈
テ
ニ
ス
大
会
〉

 
と　

き　

９
月　

日
（
日
）
午
前

１３

９
時
か
ら
（
予
備
日
＝　

日
）

２７

と
こ
ろ　

市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
場

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
お
よ
び
市
テ
ニ
ス
連
盟
員

競
技
種
目　

①
一
般
の
部
の
ミ
ッ

ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
②
壮
年
の
部
の
ミ

ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
（
当
日　

歳
以

５０

上
で
年
齢
合
計
が　

歳
以
上
）
③

１１０

ス
ー
パ
ー
シ
ニ
ア
の
部
（
当
日　
６５

歳
以
上
。
個
人
エ
ン
ト
リ
ー
）

競
技
方
法　

①
②
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
③
エ
ン
ト
リ
ー
数
に
よ
り
大

会
本
部
で
決
定

そ
の
他　

ド
ロ
ー
配
布
は
、
９
月

６
日
（
日
）
正
午
か
ら
、
市
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
。

申
込
方
法　

８
月　

日
、　

日
午

２９

３０

前　

時
～
正
午
に
、
直
接
、
市
テ

１０
ニ
ス
コ
ー
ト
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

へ
。

主
管
・
問
合
先　

市
テ
ニ
ス
連

盟
・
岡
本
（
☎　

儿
９
０
１
８
儿

０９０

８
７
５
４
）

〈
柔
道
大
会
〉

と　

き　

９
月　

日
（
日
）
午
前

２０

９
時
～
午
後
６
時

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
柔
道
場

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
（
４
歳
以
上
。
２
段
ま

で
）

※　

専
門
学
校
・
大
学
の
柔
道
部

員
、
警
察
官
、
刑
務
官
を
除
く

競
技
種
目　

幼
児
、
小
・
中
学
生

の
学
年
別
、
高
校
・
一
般
の
段
別

主
管
・
申
込　

８
月
７
日
ま
で

に
、
電
話
で
市
柔
道
連
盟
・
高
木

（
☎　

儿　

儿
８
５
２
６
）
へ
。

０４２

３８３

 
〈
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
〉

と　

き　

９
月　

日
（
祝
）
、　

２３

１０

月
４
日
（
日
）
、　

日
（
日
）

１１

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
ほ
か

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

競
技
種
目　

一
般
（
高
校
生
以

上
）

競
技
方
法　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

定
員
（
チ
ー
ム
数
）　

▽
一
般
男

子
＝　
　

▽
一
般
女
子
＝　

（
い

３２

１６

ず
れ
も
申
込
順
）

代
表
者
会
議　

９
月
４
日
（
金
）

午
後
７
時
か
ら
、
総
合
体
育
館
会

議
室
で
。

※　

不
参
加
の
チ
ー
ム
は
、
大
会

に
出
場
で
き
ま
せ
ん
。

主
管
・
申
込　

８
月
１
日
～　

日
２６

に
、
フ
ァ
ク
ス
で
チ
ー
ム
名
・
出

場
種
目
・
代
表
者
の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
市
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
宮
﨑

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
事
業

と
は
、
街
な
か
に
複
数
の
サ
イ
ク

ル
ポ
ー
ト（
自
転
車
貸
出
拠
点
）を

設
置
し
、
ど
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト

で
も
自
転
車
を
利
用
・
返
却
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
こ
の

事
業
を
小
金
井
市
・
調
布
市
・
三

鷹
市
で
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い　

月　

日
～　

月

１０

１０

１１

　

日
に
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
配

２９

布
す
る
、
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
の
位

置
や
エ
リ
ア
内
の
魅
力
を
紹
介
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
す
る
お

店
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

飲
食
店
ま
た
は
持
ち

帰
り
用
の
料
理
や
お
菓
子
等
を
販

売
す
る
市
内
の
店
舗

※　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
店
舗
数　

５
店
舗
（
多
数
抽

選
）

申
込
書
配
布　

経
済
課
（
市
役
所

第
二
庁
舎
４
階
）
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申　

込　

８
月　

日
ま
で
に
、
申

１４

込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
、
経
済
課
産
業
振
興
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
１ 
　

儿　

儿
２

３８７

０４２

３８６

６
０
９
死s0

3
0
3
9
9
@
ko
gan
e

i-sh
i.jp

）
へ
。

FAX

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

三
市
連
携
コ
ミ
ュ
ニ
テ

三
市
連
携
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィィ
サ
イ
ク
ル

サ
イ
ク
ル

事
業
マ
ッ
プ
掲
載
店
募

事
業
マ
ッ
プ
掲
載
店
募
集集

（
☎
０
４
２
２
儿　

儿
９
２
９
０

３１

 

０
４
２
２
儿　

儿
４
１
６
４
）

３４

へ
。

〈
合
気
道
演
武
大
会
〉

と　

き　
　

月　

日
（
日
）
午
後

１０

２５

１
時
～
２
時

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
柔
剣
道
場

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

主
管
・
申
込　

８
月　

日
ま
で

３１

に
、
電
話
で
市
合
気
道
連
盟
・
小

山
田
（
☎　

儿　

儿
６
７
０
８
）

０４２

３１３

へ
。

 　

清
里
山
荘
に
て
１
泊
２
日
の
日

程
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

FAX清
里
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
日
）
～　

１０

１１

１２

日
（
祝
）

と
こ
ろ　

清
里
山
荘
体
育
館

定　

員　

１
チ
ー
ム
８
～　

人
で

１０

４
チ
ー
ム
（
申
込
順
）

参
加
費　

４
千　

円
（
保
険
代
、

５００

宿
泊
代
、
１
日
目
夕
食
代
、
２
日

目
朝
・
昼
食
代
）

※　

現
地
集
合
・
解
散
で
す
が
、

参
加
者
多
数
の
場
合
、
往
復
バ

ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
ま
す
。

（
別
料
金
１
人
５
千
円
）

申　

込　

８
月
２
日
～
９
月　

日
１０

に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
参

加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
清
里
山
荘

（
☎
０
５
５
１
儿　

儿
４
６
４
９

４８

 

０
５
５
１
儿　

儿
４
６
４
６
）

４８

へ
。

FAX

〈
サ
ッ
カ
ー
大
会
〉

主　

管　

市
サ
ッ
カ
ー
協
会

【
少
年
少
女
の
部
】

と　

き　

９
月
５
日
～　

月　

日

１１

２９

の
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
午
前
８
時

　

分
～
午
後
５
時

３０と
こ
ろ　

市
内
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
ほ
か

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生
チ
ー
ム

競
技
部
門　

小
学
校
３
～
６
年
生

の
学
年
別
の
部
、
女
子
の
部

競
技
方
法　

リ
ー
グ
戦
・
ノ
ッ
ク

ア
ウ
ト
方
式

監
督
会
議　

８
月　

日
（
日
）
午

２３

後
７
時
か
ら
、
総
合
体
育
館
会
議

室
で
。

申　

込　

８
月
１
日
～
９
日
に
、

所
定
の
用
紙
（
総
合
体
育
館
で
配

布
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
フ

ァ
ク
ス
で
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
小
学

部
・
松
田
（
☎　

儿
５
５
４
０
儿

０８０

５
０
８
９ 

０
４
２
２
儿　

儿
５

３３

０
８
９
）
へ
。

【
中
学
生
の
部
】

と　

き　

９
月
５
日
（
土
）
、
６

日
（
日
）
午
前
８
時　

分
～
午
後

３０

６
時
（
予
備
日
＝　

日
）

１３

FAX

市市　民民
体育体育祭祭

第67回


